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昭
和
四
十
四
年
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業
報
告
収
支
決
算
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昭
和
四
十
六
年
度
中
小
企
業
政
策
に

関
す
る
要
望

会
議
所
の
う
ご
き

こ
と
し
の
中
小
企
業
白
書

随
筆
人
手
不
足
と
人
間
尊
重

調
査
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ハ
ー
ト
タ
イ
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・
ソ
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蔀
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経
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お
知
ら
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中
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共
済
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一
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正
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国
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通
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事
業
報
告
な
ら
び
に

収
支
決
算
を
承
認

本
所
定
時
議
員
総
会

◇
1
 
本
所
の
第
六
十
一
回
常
議
員
会
は
六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
り
よ
奈
良
 
1
◇

◇
・
・
・
ホ
テ
ル
別
館
会
議
室
に
於
て
大
森
会
頭
外
十
六
氏
の
出
席
を
得
て
開
催
、
昭
和
四
 
1
◇

◇
1
 
十
四
年
度
事
業
報
告
の
件
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
審
議
の
件
が
承
酪
卜
叢
員
 
1
◇◇

◇
1
 
選
挙
期
日
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
九
月
二
十
五
日
と
決
定
さ
れ
た
。

◇
÷
引
統
き
第
四
十
三
回
議
無
会
を
同
所
で
、
大
零
頭
が
議
長
と
な
り
第
言
万
・
:
◇

◇
1
 
議
案
昭
和
四
十
四
年
度
の
聖
報
告
の
件
及
び
第
二
号
議
案
一
般
会
計
収
支
決
算
 
1
◇

◇
・
:
書
の
審
議
件
を
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
可
決
さ
れ
た
。
第
三
号
議
案
議
員
選
挙
期
:
・
◇◇

◇
1
 
日
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
九
月
二
十
五
日
と
決
定
さ
れ
た
。

総
括
的
概
要

た
。

し
か
し
な
が
ら
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
国
際

化
の
進
展
や
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
、
こ
れ
と

関
連
し
て
の
賃
金
の
高
騰
な
ど
き
び
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。
又
景
気
過
熱
予
防
措
貴
と
し
て
9

月
金
融
引
締
が
と
ら
れ
る
に
到
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
需
勢
下
に
あ
っ
て
本
商
工

会
辧
で
は
地
域
経
済
の
基
盤
の
強
化
、
企
業

繁
栄
の
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

先
ず
意
見
活
動
と
し
て
峡
奈
良
県
公
害
防

止
条
例
の
施
行
に
当
り
、
い
ち
早
く
当
所
で
は

公
害
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
生
活
と
産
業
の
調
和
を
考
應
し
つ
つ
既
存

企
業
の
実
情
に
即
し
輩
界
に
混
乱
を
生
じ
な

い
よ
う
慎
重
な
る
配
慮
を
再
靈
、
立
た
奈
良
市

L
、
そ
の
結
果
を
企
業
経
営
上
の
資
料
と
し
て

各
方
面
の
利
用
に
供
し
元
。

ま
た
、
経
営
の
近
代
化
、
構
造
の
高
度
化
事

業
に
つ
い
て
は
、
幸
経
営
老
の
た
め
の
生
駒

山
七
ミ
ナ
ー
を
始
め
各
種
鷲
会
研
究
会
を

開
催
す
る
と
共
に
「
企
業
の
一
日
ド
ッ
ク
」
珍

断
制
度
に
ょ
り
璽
の
体
質
改
善
を
積
極
的
に

推
進
L
た
。

次
に
街
力
確
保
対
策
と
し
て
は
、
新
規
採

用
老
の
激
励
会
を
始
め
各
鴛
習
会
を
開
催
受

入
体
制
の
整
備
に
力
を
入
れ
る
と
共
に
奈
良
公

共
職
業
安
定
所
の
協
力
に
ょ
り
人
材
開
発
コ
ー

ナ
ー
に
ょ
り
雇
用
促
進
に
寄
与
し
九
。

配

金
融
対
策
と
し
て
は
金
融
の
栞
を
作
成
、

布
し
制
度
政
策
金
融
制
度
を
広
く
紹
介
す
る
と

共
に
夏
期
並
び
に
年
末
金
襲
回
相
草
実
施

す
る
な
ど
金
融
の
円
滑
化
に
も
努
力
L
た
。

税
務
対
策
と
し
て
は
青
色
申
告
者
の
元
め
の

記
帳
継
統
指
遵
を
埀
点
に
、
ま
九
定
例
税
務
相

需
を
開
設
L
税
務
に
対
す
る
正
し
い
需
と

理
解
を
深
め
る
と
共
に
経
営
の
近
代
化
の
一
助

と
し
て
大
い
に
好
評
を
博
し
た
。

万
愽
関
連
事
業
と
し
て
の
近
鉄
地
下
移
設
と

駅
前
整
備
も
完
成
、
奈
良
の
表
玄
関
と
し
て
面

目
を
一
新
万
博
第
二
の
会
場
と
し
て
外
客
受

入
を
待
?
ば
か
り
と
な
っ
た
が
、
当
所
に
於
て

は
本
年
度
は
特
に
商
業
道
需
揚
運
動
の
展
開

を
中
心
に
受
入
の
為
の
各
種
誠
習
会
、
懇
談
会

を
開
催
す
る
と
共
に
観
光
士
産
品
の
レ
ベ
ル

フ
ッ
プ
に
も
努
力
し
九
。
ま
九
、
特
に
外
人
{
各

の
た
め
の
国
際
親
善
店
(
1
G
S
)
の
選
定
も

終
り
三
月
一
日
よ
り
発
足
さ
せ
る
な
ど
万
国
愽

受
入
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
郭
冬
は
じ
め
計

算
尺
簿
記
等
の
検
定
試
験
を
実
施
商
工
技
術

の
振
興
に
寄
与
し
九
。
又
内
外
商
取
引
の
紹
介

斡
旋
を
全
国
の
兪
所
と
の
連
繋
に
ょ
り
円
滑

に
実
施
し
た
。
次
に
中
小
企
業
相
談
所
事
業
と

し
て
は
、
そ
の
機
能
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も

に
経
籍
遵
員
を
中
心
に
小
規
欝
業
者
の
経

営
改
善
璽
を
強
力
に
推
進
し
た
。

こ
の
よ
う
に
商
工
会
"
の
使
命
ま
す
ま
す

重
き
を
加
え
る
に
当
り
、
そ
の
基
盤
強
化
を
は

か
る
た
め
会
議
所
活
動
の
拠
点
で
あ
る
会
館
建

詳
画
に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

8
 
技
術
改
善
費
補
助
制
度
お
よ
び
共
同
研

)(
究
所
諾
費
補
助
制
度
の
拡
充

⑨

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
国
産
新
技
術
企

業
化
讐
付
枠
の
拡
大

四
街
力
不
足
対
策
の
強
化

)

省
力
化
に
対
す
る
中
小
傘
設
備
近
代

1(
化
資
金
貸
付
の
充
実
と
中
小
企
業
金
融
公

庫
に
省
力
化
促
進
貸
付
制
度
の
創
設

中
高
年
令
者
、
主
曾
働
力
、
身
傭

害
者
の
雇
用
促
進
施
策
の
推
進

職
齢
練
関
係
施
策
の
強
化

中
小
企
菜
の
福
利
厚
生
施
譜
対
す
る

金
融
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

五
公
害
対
策
の
艦

)

中
小
企
業
金
融
公
座
の
公
害
防
止
貸
付

1(
枠
の
拡
大
と
公
害
移
転
の
た
め
の
貸
付
利

率
の
引
下
げ

国
民
念
公
庫
の
産
美
全
衛
生
・
公

害
防
止
纏
等
籌
資
金
貸
付
枠
の
拡
大

含
防
止
機
器
に
対
す
る
り
ー
ス
璽

の
拡
充

公
害
相
繁
業
の
拡
充
強
化

公
害
防
止
璽
団
の
事
釜
の
拡
大

中
小
傘
の
公
害
防
止
誕
に
対
す
る

税
制
上
の
助
成
措
置

怠
防
止
技
術
の
開
発
促
進

特
恵
対
策
の
確
立

中
小
企
業
振
興
事
業
団
き
ょ
る
特
恵

関
係
の
指
導
体
制
の
確
立

特
恵
に
ょ
り
影
学
受
け
る
綜
の
転

換
対
策
の
確
立

七
、
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
早
期
制
定

ハ
、
中
小
企
業
の
規
模
範
囲
の
拡
大

1
会
議
所
意
見
1

昭
和
四
十
六
年
度
中
小
企
業

政
策
に
関
す
る
要
望
骨
子

日
本
商
工
会
議
所

充

y
ミ

3

咽
咽
.
卿

1

-
0
 
0

'
 
5

構
造
改
善
対
策
の
強
化
と
近
代
化
の
推
進

中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
に
も
と
づ
く

指
定
業
種
の
追
加
、
特
定
業
種
の
大
巾
追

i

流
通
高
等
専
門
学
校
の
創
設
と
商
業
技

)9(
術
・
技
能
者
の
研
修
制
度
の
拡
充

⑩
割
斌
販
売
金
融
専
門
機
関
の
創
設
と
消

費
者
信
用
調
査
機
関
の
整
備

⑪
流
将
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
推

進
⑫
経
営
、
ゾ
ス
テ
ム
化
了
一
ユ
ア
ル
の
開
発

促
進擬

似
百
貨
店
対
策

W
者
と
密
着
し
た
商
業
行
政
の
展
開

1

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
高
度
化
璽

量
の
拡
大
、
融
資
条
件
の
改
壽
よ
び
広

域
高
度
化
璽
に
対
t
る
助
成
方
法
の
改

早●
P合

△
△

一
=
"

継
造
改
善
推
進
の
た
め
の
税
制
上
の
優

遇
措
置
の
強
化

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
近
代
化
促
進
貸

付
、
構
造
改
善
貸
付
枠
の
拡
大
と
事
業
転

換
の
た
め
の
特
別
貸
付
制
度
の
創
設

中
小
企
鞭
造
改
善
璽
推
器
貰

の
設
置
等
に
ょ
る
雛
改
善
に
つ
い
て
の

啓
蒙
指
導
体
制
の
強
化

構
造
改
善
施
策
の
実
施
面
に
お
け
る
指

導
蕗
関
相
互
の
連
繋
の
強
化

政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
三
機
関
の
融

資
規
模
の
拡
大
お
よ
び
融
資
条
件
の
緩
和

と
中
小
企
審
用
保
険
公
庫
お
よ
び
信
用

経
協
会
に
ょ
る
信
用
補
完
制
度
の
拡
充

中
小
企
業
投
資
育
成
会
社
の
強
化

中
小
傘
希
近
代
化
資
金
貸
付
謬

の
充
実

⑩
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
の
廃
止
等
自

己
資
本
充
実
の
た
め
の
税
制
措
置

)

中
小
企
業
振
興
事
業
団
お
よ
び
中
小
企

4
業
総
合
指
導
所
の
行
な
う
診
断
、
指
導
船

よ
び
研
修
事
業
の
強
化

経
営
改
善
普
及
璽
の
拡
充
強
化

1

海
外
企
業
技
術
協
力
斡
旋
璽
の
強
化

外
需
報
機
能
の
強
化
と
外
資
の
公
正

な
受
入
れ
指
違
体
制
の
整
備

ニ
、
流
通
近
代
化
の
促
進

)

中
小
企
業
近
代
化
促
遵
山
の
指
定
菜

1(
種
、
中
小
企
業
需
近
代
化
資
金
の
貸
付

対
象
、
中
小
企
業
投
資
育
成
会
社
の
投
資

対
象
に
商
業
を
大
巾
に
追
加

中
小
企
美
興
事
業
団
の
流
通
関
係
事

釜
の
拡
大

中
小
企
業
金
融
公
庫
お
よ
び
国
民
綴

公
庫
の
流
通
近
代
化
貸
付
な
ら
び
に
国
民

金
融
公
庫
の
生
鮮
食
料
品
等
小
売
業
近
代

化
貸
付
の
拡
充

④

近
代
望
配
セ
ン
タ
ー
、
ス
ト
ツ
ク
ボ

イ
ソ
ト
等
の
整
他
対
す
る
日
本
開
発
銀

行
の
長
期
低
利
融
資
制
度
の
拡
充

5

ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
エ
ー
ソ
、
コ
ー
ル
ド

チ
エ
ー
ソ
設
備
に
対
す
る
り
ー
ス
事
柴
の

ヒ/i

2

,
ノ
ノ
゛
ユ
,
ゞ

式
P

拡
充ポ

ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
エ
ー
ソ
、
小
売
商
の

店
舗
共
同
化
等
に
ょ
る
中
小
商
業
者
の
協

業
化
の
促
進

地
域
別
流
通
近
代
化
ビ
ジ
,
、
ン
に
も
と

づ
く
商
業
立
地
の
適
正
化
の
釜

商
業
近
代
化
地
域
苗
作
成
璽
の
拡

中
小
企
業
向
け
電
子
計
算
桜
の
利
用
技

術
の
開
発
促
進

業
種
別
の
技
術
開
発
の
方
向
の
明
確
化

と
重
点
化
の
推
進

国
公
立
試
験
研
究
機
関
に
ょ
る
中
小
企

業
向
け
技
禽
発
お
よ
び
技
術
指
導
の
強

合

⑨⑧ ⑦⑥ ⑤ ④③

U

△2,232,.187

②

③②

力n
①'

⑦⑥ ⑤ ④ ③②①
同連付しこ
化中機の中情中蛾
事小器対小報小処ソ
業企の象企処企理タ
の業追に業理業対ノレ

料拡振加電金振に策
を充興子融興対 お

計公事すと事追 よ
同業算庫業る ^、

扣
事団機の協情技

等近会報術の
情代の提対の

貸算報化拡供策
付事処促充の の
対務理進強強 {上
象共関貸化化進

二1ゞ. 253,02.1

②①'⑦
.-1^

ノ、

'

⑥⑤④③②

、 J ^

、ご"

'

⑧⑦

調
昭

消和1
費四弓
支十而
出四
'年
順度
調の
なわ
伸冷カミL
出国
の{こ

ズ.
^ は
遂れ
げて堅

⑥

12

④③②

収入の部

科 目
1< 費
2.負担.金
3.交イ1 金
4、事業収入
5.寄・附金
6.雑収入
フ,前年度静越金

昭和"年度一般会計収支決算蜜

(自詔和U年4月1日至昭和'年3月31日)

予算額
13,260,伽0
1',030,500

5,811,000

910,000

(単位円)

決葬類増△渋
13,098,3永)△ 161,700
1,068,3Ⅸ) 37,8α)
4,932,860 △ 878.140
1,369,674 459,674

△ 1,000

222,947 フフ,剖7

768..U3 718,4嶋

に首'
済次つ脳
情いい部
勢でてと
の朋拡の
推査充懇
移活'談
に動強会
応で化を
じはをも
て定要重
随期望ね
時調し'
調査た商
査を゜エ
を{よ

ム型ゞ実じ
力桓め

△1,7町,333

△]2,180

△ 127,11.1
△ 91,713

ム認.966

34,フ70
21,910

△ 170,727

△ 65,222

収入支出比數表
収入決算領支出決井麺 券備差引残頴
21.360.52'1 18,S75,013 2,485,5n

決算残額の内

① 1.5咽,咽円を特別会引会館建設勘定に繰入れ
③ 985,511円を汰年塵t鼬とする

昭和"年度

支出の都
1.給占
2.献
3.事
4

狩
〕t

吻局宍
メ、 議 11Jム

心衆北
法定台帳件成乍
理 運用賀
交 際賀
公課分担金
概利厚生賀
迅職資金薇立企
暑別会"'鎌入
難 賛
子備費

2】,107,500

21,107,500

18,875.013

5

30,912

5,om

6,668,000
500,000

鯰0,000
796,000
8,850,000
],050'000

200,000

663,000
565,500
7SO,000

100,000

5,000

6

7

21,360,524

8

9

4,9↓0,667

娼7.820

802,艶6

7山,287

8,791,03ι

1,0剖,フ70

221,910

四2,273

500,278

780,000
69,腿8
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正
副
部
会
長
会
議
開
催

会
議
所
の
う
ご
き

商
業
界
の
大
型
化
を
軸
に
し
た
流
通
革
命
の

波
、
消
費
者
動
向
の
変
化
、
労
働
力
の
不
足
等

の
き
び
し
い
環
境
下
に
於
け
る
商
店
経
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
商
店
経
営
近
代
化
講
座
を
開

催
し
た
が
、
受
講
者
は
メ
モ
を
と
り
、
終
始
熱

心
に
姦
さ
れ
た
。

四
月
十
日
、
当
所
に
於
て
河
貪
小
山
副
会

頭
、
亀
田
鴛
財
務
委
員
長
中
村
専
務
理
事

細
田
商
業
小
売
部
会
長
外
十
七
正
副
部
会
長
の

出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

当
日
ば
商
工
会
議
所
会
館
建
設
に
係
る
今
後

の
部
会
協
力
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ

の
結
果
を
今
後
常
議
員
会
議
員
総
会
の
議
を

経
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
0
た
。

一
一

雇
用
問
題
連
絡
会
の
設
置

第
二
回
五
月
二
十
九
日
於
当
所

テ
ー
々
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
希
介
の

現
況
と
今
後
の
対
策
。

第
三
回
六
月
三
十
日
於
当
所

テ
ー
ヤ
当
所
実
施
.
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
希

望
調
査
結
果
に
つ
い
て

尚
本
調
査
に
ょ
り
希
望
あ
っ
た
処
を
安
定
所

に
連
絡
、
安
定
所
に
ょ
り
今
後
暫
時
斡
旋
し
て

頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

今
ま
で
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
市
観
光
商

工
課
及
び
当
所
の
三
者
で
雇
用
問
題
に
つ
い

て
、
そ
の
時
々
に
会
合
を
持
っ
て
い
た
が
、
当

所
に
於
て
パ
イ
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
紹
介
を
取
上

げ
て
懇
談
会
を
開
催
し
た
機
会
に
ま
す
ま
す
深

刻
化
す
る
雇
用
問
題
に
つ
い
て
更
に
密
接
に
連

絡
協
調
す
る
た
め
雇
用
問
題
連
絡
会
と
名
称
を

定
め
毎
月
一
回
定
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
申

し
合
せ
た
。
尚
当
分
幹
事
は
当
所
が
当
る
こ
と

に
な
り
現
在
ま
で
次
の
通
り
開
催
し
た
。

◇

第
一
回
四
月
十
一
日
於
当
所

テ
ー
マ
.
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
紹
介
に

つ
い
て

.
一

当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、
新
入
社
員
の
方
々
を
対

象
に
一
日
も
早
く
企
業
の
戦
力
と
な
る
よ
う
フ

レ
ツ
、
ソ
ユ
マ
ソ
講
座
を
次
の
通
り
開
催
し
た
。

記

男
子
コ
ー
ス
の
テ
ー
マ

0

第
一
日
、
新
入
社
員
と
し
て
の
心
構
え

講
師
教
育
訓
練
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

伊
藤
正
明
氏

第
二
日
職
場
で
の
人
間
関
係

係
命
令
の
受
け
方
、
報
告
の
仕

方
、
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
実
務
訓
練

講
師
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

橋
爪
勝
次
氏

第
三
日
電
話
応
待
の
マ
ナ
ー
、
ス
ラ
イ
ド

に
ょ
る
実
務
訓
練

需
日
本
電
信
電
蓼
社
、
奈
良
電
報

電
話
局

自
動
運
用
課
長
松
石
良
清
氏

女
子
コ
】
ス
の
テ
ー
マ

0

第
一
日
明
る
い
職
場
は
あ
な
た
の
電
話
応

待
か
ら

需
日
本
電
信
電
話
公
社
、
奈
良
電
報

電
話
局

自
動
運
用
課
長
松
石
良
清
氏

第
二
日
女
性
と
し
て
の
能
力
開
発
、
働
く

喜
び
と
生
活
詳

講
師
教
育
訓
練
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

伊
藤
正
明
氏

第
三
日
会
社
の
し
く
み
と
人
の
つ
な
が

り
、
職
場
の
規
律
と
エ
チ
ケ
ッ
ト

ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
実
務
訓
練

記
帳
継
続
指
導
の
開
催

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

毎
年
青
色
申
告
さ
れ
て
い
る
方
に
需
能
力

を
身
に
つ
け
て
明
る
い
納
税
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
決
算
ま
で
毎
月
指
遵
を
行
な
い
実
斌
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
す
で
に
下
記

の
通
り
実
施
い
た
し
ま
し
元
。
渡
辺
隆
之
高

木
厳
、
栗
野
友
博
が
指
導
を
担
当
し
ま
し
た
。

記

一
、
指
導
日
四
月
十
五
日
1
十
八
日

五
月
十
八
日
?
二
十
一
日

六
月
十
五
日
t
十
八
日

七
月
十
三
日
t
十
六
日

一
、
指
導
件
数
八
十
九
件

新
入
社
員
教
育

訓
練
講
座
の
開
催

去
る
四
月
二
十
日
よ
り
二
十
七
日
の
六
日
間

講
師
朗
村
部
経
営
研
究
所
所
長

村
部
春
美
氏

第
四
十
二
回

臨
時
議
員
総
会
開
催

第
四
十
二
回
臨
時
議
員
総
会
は
去
る
四
月
二

十
一
日
、
午
前
十
時
よ
り
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
八

階
会
議
室
に
船
い
て
、
大
森
会
頭
、
河
貪
小

山
、
高
橋
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
亊
、
他
議
員

五
十
一
名
が
出
席
、
会
館
建
設
構
造
案
会
館

建
設
資
金
調
達
案
、
払
込
方
法
の
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
一
同
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
承

、

日
時
六
月
九
日
(
火
)
午
後
二
時
1
四
時

講
師
大
阪
経
済
大
学

教
授
竹
林
祐
吉
氏

テ
ー
マ
七
0
年
代
の
商
業
環
境
と
商
業

の
組
織
化
に
つ
い
て

出
席
者
十
八
名

、

、

テ
ー
マ

己言口

ニ
、
 
0
9
四
、
 
0
0

労
災
保
険
へ
の
加
入
と
事
務

組
合
へ
の
事
務
委
託
に
つ
い

て

一
、
説
明
担
当

奈
良
労
働
基
準
局
井
上
適
用
係
長
他

゛
ー
ー
ー
]
ー
ー
ー
'

奈
良
市
と
の
定
例
連
絡

協
議
会
の
開
催

去
る
五
月
二
十
日
、
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
市

側
仲
野
課
長
、
辻
課
長
補
佐
、
高
井
係
長
当
所

中
村
専
務
理
事
、
和
井
田
局
長
、
木
戸
、
中
村

主
事
の
出
席
の
も
と
に
市
、
当
市
の
当
面
の
事

業
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

、

第
六
十
回
常
議
員
会
開
催

声
十
イ
 
J
/

第
六
十
回
常
議
員
会
は
去
る
四
月
十
七
日
、

当
所
ホ
】
ル
に
お
い
て
開
催
、
当
日
は
河
合
、

小
山
、
高
橋
副
会
頭
、
飽
田
会
館
建
設
財
務
委

員
長
、
中
村
専
務
理
事
他
九
名
が
出
席
さ
れ
、

饗
の
会
館
建
設
構
造
案
及
び
会
館
建
設
資
金

聖
方
法
、
議
員
推
進
委
員
会
の
設
置
等
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。

労
災
保
険
委
託

事
務
の
説
明
会
開
催

当
所
及
中
小
企
業
相
談
所
で
は
労
災
保
険
の

年
度
更
新
期
に
あ
た
り
そ
の
加
入
を
促
進
す
る

た
め
標
記
事
務
委
託
に
関
す
る
説
明
会
を
左
記

に
ょ
り
開
催
し
た記

一
、
日
時
五
月
七
日
(
木
)

奈
良
観
光
土
産
品
連
絡
協
議
会

幹
事
会
及
び
評
議
員
会
の
開
催

ー
]
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー

去
る
五
月
二
十
二
日
、
奈
良
観
光
士
産
品
連

絡
協
議
会
(
奈
良
市
奈
良
食
品
衛
生
協
会
、

奈
良
商
工
会
議
所
)
は
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、

松
岡
公
取
協
議
会
会
長
外
三
名
の
評
議
員
及
び

三
岩
の
幹
事
五
名
の
出
席
の
も
と
に
標
記
幹
事

会
及
び
露
員
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
日
に
四
十
四
年
度
事
務
担
当
の
当
所
よ

り
四
十
五
年
度
担
当
の
奈
良
食
品
衛
生
協
会
に

事
務
の
引
き
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
た
。
又
今
後
優

良
土
産
品
の
P
・
R
を
強
力
に
推
し
進
め
て
行

く
事
に
な
っ
た
。

{
{
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

会
館
建
設
推
進
委
員
会
開
催

、

5

,

当
商
工
会
議
所
会
館
建
設
に
係
る
今
後
の
部

会
協
力
の
進
め
方
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
部
会

別
推
進
委
員
会
を
開
催
し
た
。

記

◎
商
業
小
売
部
会

◎
商
業
卸
部
会

◎
工
業
部
会

◎
繊
維
工
業
部
会

◎
観
光
部
会

◎
醸
造
部
会

◎
工
芸
部
会

◎
建
設
部
会

◎
交
通
運
輸
部
会

◎
理
財
部
会

4

ー
ヨ
ノ
,
ノ

画
1
省
力
化
へ
の
挑
戦
1

ズ
出
席
者
十
七
名

ー
ー
ー
ー
」
1
i
1
-
ー
ー
ー
ー

経
営
近
代
化
の
た
め
の
設
備

計
画
講
習
会
の
開
催

経
営
の
近
代
化
合
理
化
の
推
進
拡
大
又
は

転
換
に
際
し
て
は
設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
が

労
働
力
不
足
、
高
賃
金
の
今
日
に
あ
0
て
は
、

省
力
化
を
念
頭
に
置
き
計
画
を
進
め
ね
ぱ
な
ら

な
い
状
況
よ
り
省
力
化
へ
の
挑
戦
を
主
内
容
に

標
需
習
会
を
左
記
に
ょ
り
開
催
し
た
。

姦
者
黛
心
に
聴
講
さ
れ
た
。

」
」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
←
1
-
ー
ー
ー
←
1
-
ー
」
1
皇
1
 
-

五
月
二
十
一
日

五
月
二
十
二
日

五
月
二
十
二
日

七
月
三
日

五
月
二
十
三
日

五
月
二
十
二
日

六
月
十
九
日

六
月
十
日

五
月
二
十
八
日

七
月
七
日

心
立
゛

女
子
接
遇
マ
ナ
ー
講
座
の
開
催

ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
←
1
-
ー
←
1
-
ー
ー
一

雇
用
管
理
と
経
営
講
座

企
業
の
永
統
性
か
ら
新
規
労
働
力
の
確
保
は

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
労
働

力
不
足
の
県
下
の
現
況
は
如
何
な
る
状
態
に
あ

り
、
今
後
ど
の
様
に
推
移
し
て
ゆ
く
か
、
ま
た

労
働
力
不
足
の
状
況
下
に
あ
っ
て
企
業
は
ど
の

様
な
態
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
中
心

と
し
て
標
記
講
座
を
下
記
に
ょ
り
開
催
し
た
。

姦
者
は
愁
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聴
講

さ
れ
た
。

記

一
、
日
時
五
月
二
十
五
、
二
十
六
日

午
後
一
時
半
t
四
時
半

ズ
場
所
当
所
二
階
ホ
】
ル

一
、
講
師
野
島
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
事
務
所

所
長
野
島
寛
治
氏

一
、
テ
ー
ぐ
経
営
近
代
化
の
た
め
の
設
備
計

と
題
し
、
公
害
に
対
す
る
姿
勢
と
し
て
は
国
も

対
策
を
強
化
し
て
お
り
奈
良
県
と
し
て
も
緑
と

太
陽
を
守
る
姿
勢
を
打
出
し
て
お
り
、
県
と
し

て
も
前
向
き
に
取
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
、
公
害
防
止
設
備
資
金
に
つ
い
磊
明

あ
り
、
終
っ
て
意
見
の
交
換
に
入
る
。
主
な
る

意
見
と
し
て
は
公
害
課
に
測
定
、
指
導
出
来
る

技
術
者
を
置
い
て
ほ
し
い
。
(
上
林
副
委
員
長
)

又
金
融
枠
が
少
な
い
。
又
出
来
る
だ
け
優
先
的

に
他
の
金
融
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
力
添
え
も
し

て
ほ
し
い
等
々
の
意
見
を
活
発
に
交
換
し
た
。

一
、
日
時
五
月
二
十
八
日
午
後
一
時
1
五
時

一
、
場
所
当
所
三
階
ホ
ー
ル

一
、
講
師
奈
良
公
共
職
業
安
定
所

所
長
川
畑
武
夫
氏

奈
良
県
立
短
期
大
学

教
授
橋
爪
勝
次
氏

ズ
出
席
者
十
二
名

コ
し
三
訂

第
二
回
公
害
対
策

特
別
委
員
会
の
開
催

十

六
月
三
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
当
所
二
階

ホ
ー
ル
に
於
て
上
林
副
委
員
長
外
六
委
員
の
出

席
を
得
て
開
催
。

当
日
は
ゲ
ス
ト
に
本
年
四
月
新
設
さ
れ
た
奈

良
県
公
害
消
防
課
中
咲
課
長
、
林
係
長
を
お
招

き
し
、
県
の
公
害
の
現
状
と
助
成
策
に
つ
い
て

去
る
六
月
十
日
、
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
於
て

商
店
経
営
近
代
化
講
座
開
催

ー,、

4月~7月

手刃
ロ.し、
0



標
記
の
講
座
を
開
催
し
た
。

こ
の
整
に
は
各
社
の
受
付
嬢
や
秘
譜
、
一

般
女
子
社
員
等
七
十
名
が
参
加
、
大
阪
販
売
経

営
研
究
所
、
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
】
、
植
田
信
謡

師
に
ょ
り
接
遇
の
意
義
と
重
要
性
等
に
つ
い
て

誥
蓑
が
な
さ
れ
、
つ
い
で
四
組
の
グ
ル
ー
プ
に

分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
、
湯
沸
し
場
、
応
接
室

を
仮
設
し
、
正
し
い
受
付
、
接
遇
の
要
領
な
ど

の
実
習
を
行
な
っ
た
。
会
社
の
良
し
悪
し
は
女

子
社
員
を
見
れ
ぱ
わ
か
る
と
い
わ
れ
る
だ
け
に

ど
の
顔
も
真
剣
そ
の
、
の
、
「
テ
ー
ブ
ル
の
上

で
お
霊
を
ナ
ら
し
て
、
い
い
で
す
か
、
日
本
茶

の
場
合
は
」
等
活
発
な
質
問
も
飛
び
出
し
、
相

手
に
好
感
を
も
た
れ
る
正
し
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
熱
心
に
勉
強
し
た
。

商
店
従
業
員

実
務
訓
練
講
座
開
催

一

最
近
の
顧
客
は
商
品
知
識
が
豊
富
で
、
買
物

慣
れ
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

顧
客
に
対
し
て
、
店
頭
販
売
員
は
商
品
知
識
と

は
別
に
簡
単
な
事
務
知
識
を
備
え
て
い
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
意
図
か
ら
、
店
頭
販
売
員

の
謬
知
識
の
向
上
を
図
る
元
め
基
礎
的
な
訓

雛
座
を
左
記
に
ょ
り
開
催
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
終
始
恕
に
雛
さ
れ
旺
盛
な
意

欲
が
う
か
が
わ
れ
た
。

弌
講
師
中
小
企
叢
レ
断
士

村
部
春
美
氏

弌
テ
ー
ヤ
 
H
 
販
売
と
事
務
は
切
り
離
せ

尚
参
加
者
は
細
田
部
会
長
以
下
十
二
名
で
し

た
。

⇔
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収

書
は
何
故
必
要
か

三
お
客
に
気
持
よ
く
待
っ
て

も
ら
う
こ
ま

一

議
員
団
万
国
博
覧
会

視
察
会
を
開
催

,
ー
」
ー
ー
ー
王
1
-
」
ー
]
ー
ー
」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
キ
ー
ー

当
所
で
は
東
洋
に
お
け
る
初
め
て
の
祭
典
、

日
本
万
国
博
覧
会
の
開
催
を
機
に
各
国
の
科
学

技
術
、
文
化
の
実
状
を
知
る
目
的
張
員
団
視

察
会
を
六
月
十
二
日
開
催
し
た
。

尚
当
日
は
河
合
副
会
頭
以
下
二
十
一
名
誠
員

が
参
加
し
た
。

や
さ
し
い
労
働
法
講
座
の
開
催

第
釧
回
簿
記
検
定
試
験

ナ
L

、

六
月
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三

、

と
き

十
分
t
四
時
三
十
分

当
所
三
階
ホ
ー
ル

、

と
こ
ろ

ー
ー
{
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

県
下
に
於
け
る
労
働
災
害
は
横
ぱ
い
の
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
ケ
ー
ス
は
単
純
な
も
の
が
多
く

法
と
安
全
の
基
本
的
な
管
理
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
県
下
に
於
け
る
現
状
の
需
と
各
企
業

に
於
け
る
就
業
規
則
の
再
検
討
に
つ
い
て
次
の

通
り
講
座
を
開
催
し
た
。
尚
受
講
者
は
恕

施
行
翔
日
六
月
十
四
日
(
日
)

等
場
所
奈
良
県
立
短
期
大
学

合
格
者
数

、

叉
j
1
-

、

第
託
回
計
算
尺
検
定
試
験

第
三
回
働
く

若
人
の
祭
典
に
参
加

奈
良
県
で
は
定
着
性
の
向
上
と
今
後
の
求
人

対
策
の
一
助
と
し
て
標
記
祭
典
を
七
月
五
日
、

県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
て
昨
年
及
び
本
年

県
内
中
小
企
業
に
就
職
し
た
若
人
千
五
百
余
人

を
招
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
当
所
関
係
で
は

四
十
名
至
加
し
た
。

一
流
芸
能
人
を
迎
え
た
音
楽
フ
ル
バ
へ
演

芸
聖
'
右
人
荏
楽
し
い
一
時
を
過
し
終
了
し

己三口

(
)
内
は
満
点

一
、
施
行
期
日
六
月
七
日
(
日
)

一
、
施
行
場
所
奈
良
工
需
等
学
校

正
強
高
羣
校

先
進
地
商
店
街
視
察
会
を
実
施

飲
食
店
の
た
め
の
経
営
講
座

一

受
験
者
塑

二
0

三
八

三
級

四
級

ヨ
ロ

一
、
合
格
者
数

合
格
者
数三

三
①

W
別
一
儀
者
数
-
1
冷
格
者
数
一
合
格
率

奈
良
食
品
衛
生
協
会
奈
良
商
工
会
議
所
)
は

去
る
六
月
十
六
日
、
奈
良
保
健
所
に
於
て
標
記

審
査
会
を
実
施
し
た
。
八
尾
食
品
衛
生
協
会
会

長
松
岡
公
取
協
議
会
会
長
及
び
三
団
体
の
幹

事
に
ょ
り
審
査
が
な
さ
れ
、
不
良
士
産
品
に
対

L
警
告
を
行
な
っ
た
。
今
後
も
当
協
議
会
で
は

士
産
品
の
品
位
の
向
上
を
計
る
た
め
引
統
き
改

善
指
導
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。

尚
審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
。
良
二
八
点
、

可
十
五
点
、
不
可
四
点
、
保
留
五
点
、
計
五
二

点

モ
ー
タ
リ
ゼ
】
シ
"
ソ
の
発
逹
は
、
立
地
条

件
と
顧
客
層
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
更
に
所
得

の
向
上
は
顧
客
の
噌
好
に
、
変
化
が
あ
ら
わ
れ

る
な
ど
近
代
経
営
を
望
ま
れ
る
状
況
の
も
と
よ

り
よ
い
註
管
理
と
サ
ー
ビ
ス
管
理
等
に
つ
い

て
標
記
の
講
座
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
た
。

尚
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

記

マ
日
時
六
月
二
十
五
日
午
後
一
時
半
t

四
時
半

一
、
場
所
当
所
二
階
ホ
ー
ル

一
、
講
師
野
島
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
事
務
所

所
長
野
島
寛
治
氏

一
、
テ
ー
マ
飲
食
店
の
経
営
管
理

三
五

三
七

三
-
0

一
級

二
級

三
級

四
級

五
級

六
級

合
格
率

一
五
・
0
%

五
五
・
三
%

三
三
④

ニ
ハ
④

七
五

第
釣
回
珠
算
能
力
検
定
試
験

一
六

ハ
ニ

三
0
九

一
三
八

四
四

五
八
九

B
 
小
規
模
企
業
共
済
及
び
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
の
あ
ら
ま
し

担
当
当
所
指
導
員

尚
出
席
者
は
延
七
十
七
名
あ
り
盛
会
で
あ
っ

九
四

七
五

五
七

、

施
行
期
日
六
月
二
十
八
日
(
邑

施
行
場
所
奈
良
県
立
短
期
大
学

合
格
者
数

、

卦
一
而

三
%

七
%

七
%

二三二五
五
三
①

一
九

ご
る

、

(
)
内
は
満
点

級
別
憂
験
者
数
合
格
者
数
一
合
格
率

三二五八三八四三二0

皐
1
 
-
ー
ー
.
●

一
級

二
級

三
級

四
級

五
級

六
級

」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
」
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
'
ー
ー

五
%

六
%

一
%

四
%

ニ
%

四
%

商
店
奥
様
教
室
開
催

ニ
ニ

ハ
ニ

一
七
一

三
九

五
二

五
九

六
月
十
九
日
金
午
後
二
時
1
四
時
ま
で
、
参

加
者
十
四
名
は
当
所
二
階
ホ
ー
ル
に
於
て
商
店

主
婦
の
集
い
を
開
催
し
九
。
経
研
所
長
牧
野
講

師
よ
り
お
店
に
主
婦
の
特
性
を
い
か
す
に
は
と

題
し
、
ユ
ー
モ
フ
を
ま
じ
え
な
が
ら
倫
座
に

主
婦
の
方
々
は
恐
に
受
講
し
た
。

各
種
社
会
保
険
(
失
保
厚
生
年
金
健

康
保
険
)
等
の
実
務
説
明
会
開
催

璽
所
か
ら
官
庁
へ
の
報
告
事
務
の
増
加
や

制
度
の
変
更
等
に
対
処
す
る
た
め
、
当
所
で
は

関
係
官
庁
等
よ
り
係
員
を
招
き
標
需
明
会
を

開
催
し
た
。

/
J
 
ξ

Ξ三
ナ
ニ

二
0

三
一

商
工
観
光
課
長
仲
野
将
氏

診
断
員
よ
り

村
部
、
野
島
、
牧
野
各
診
断
員

受
診
企
業
五
社

ズ
当
所
中
村
専
務
理
事
和
井
田
局
長

木
戸
課
長
、
粟
野
主
事

゛

商
店
従
業
員
訓
練

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

商
業
道
徳
を
高
め
る
運
動
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

と
し
て
、
商
店
の
第
一
線
で
販
売
に
た
ず
さ
わ

つ
て
い
る
従
業
員
を
対
象
に
正
し
い
接
客
技
術

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
要
領

に
ょ
り
開
催
し
た
。記

弌
と
き
六
月
二
十
二
日

一
、
と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

一
、
講
師
近
鉄
百
貨
店
総
務
部

吉
崎
昌
壮
氏

一
、
テ
ー
マ
新
時
代
の
商
店
、
正
し
い
接
客

技
術
、
正
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方

三
一

一
三尹五一四

四
五
二

概
光
土
産
品

試
買
審
査
会
の
実
施

奈
良
観
光
土
産
品
連
絡
協
議
会
(
奈
良
市
、

夏
期
巡
回
経
営
相
談
所
開
設

当
所
で
は
夏
期
の
資
金
需
要
期
を
控
え
、
平

轡
相
僻
を
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方

企
業
の
一
日
ド
ッ
ク
受
診
企
業

者
と
診
断
員
と
の
懇
談
会
開
催

六
%

四
%

三
%

三
%

ニ
%

七
%

商
業
小
売
部
会
で
は
急
テ
ソ
ポ
で
進
む
小
売

業
界
の
実
状
を
視
察
し
、
今
後
の
事
業
活
動
の

参
考
と
す
る
為
、
去
る
七
月
二
日
、
三
日
の
両

日
福
井
市
商
店
街
を
視
察
し
た
。

福
井
市
で
は
福
井
商
工
会
議
所
に
お
い
て
岡

田
専
務
理
事
始
め
商
店
街
役
員
の
出
席
を
得
て

懇
鑒
を
開
催
活
発
襄
見
交
換
が
な
さ

れ
、
今
後
の
部
会
活
動
に
大
い
に
参
考
と
な
っ

記

六
月
十
八
日
(
木
)

A
 
失
業
保
険
の
あ
ら
ま
し

担
当
奈
良
公
共
職
業
安
定
所

出
口
課
長

中
西
係
長

0

当
所
の
一
日
ド
ッ
ク
制
度
も
創
設
以
来
五
十

数
件
利
用
と
な
り
、
こ
の
機
会
§
レ
断
制
度
の

一
層
の
充
実
を
計
る
た
め
に
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
診
員
と
受
肇
業
者
双
方
が
各
地
の
い

ろ
ん
な
経
営
例
及
び
問
題
点
に
つ
き
懇
で
、

終
始
な
ご
や
か
な
う
ち
に
散
会
し
た
。

尚
受
診
企
菜
か
ら
は
こ
の
制
度
を
も
っ
と
広

く
P
 
.
 
R
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
た
。

(
)
内
緬
点

7

一

B
 
厚
生
年
金
の
あ
ら
ま
し

担
当
奈
良
社
会
保
険
事
務
所

三
沢
係
長

6

0

六
月
十
九
日
(
金
)

A
 
健
康
保
険
の
あ
ら
ま
し

担
当
同

右

に
聴
講
さ
れ
た
。

記

一
、
日
時
六
月
二
十
四
日
午
後
一
時
1
五

時

一
、
場
所
当
所
三
階
ホ
ー
ル

一
、
誥
師
奈
良
労
働
基
準
局

監
督
課
桜
井
課
長

社
会
保
険
労
務
士

橋
田
光
成
氏

一
、
テ
ー
ヤ
県
下
の
基
凖
法
遵
守
の
現
状
と

問
題
点
、
就
業
規
則
の
作
り
力

一
、
出
席
者
十
九
名

一
、
と
き
六
月
二
十
六
日
、
午
前
十
時
t

午
後
一
時
ま
で

一
、
と
こ
ろ
当
所
二
階
永
ー
ル

一
、
出
席
者
奈
良
市
よ
り

経
済
部
長
川
尻
利
一
氏

.

ン
急
ノ
ノ

記

」
'

北
条
係
長
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た
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々
の
九
め
金
融
は
じ
め
種
々
の
経
営
上
の
諸
問

題
の
相
談
を
中
心
に
巡
回
に
ょ
る
標
記
相
談
所

を
開
設
し
た
。

七
月
六
日
(
月
)
奈
良
県
蚊
帳
工
業
組
合

七
月
七
日
(
火
)
今
小
路
会
館

七
月
八
日
(
水
)
三
条
会
館

七
月
九
日
(
木
)
奈
良
市
伏
見
連
絡
所

七
月
十
日
(
金
)
当
所

尚
相
談
件
数
は
全
部
で
幻
件
あ
り
効
果
が
あ

つ
ナ

X

第
六
十
二
回
常
議
員
会
の
開
催

去
る
七
月
十
八
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
ガ
ー

デ
ソ
大
和
に
於
て
第
六
十
二
回
常
議
員
会
を
開

崔
し
た
。

当
日
は
大
森
会
頭
、
河
合
、
小
山
副
会
頭

中
村
専
務
理
事
、
乾
常
議
員
外
十
四
氏
の
出
席

を
得
て
任
期
満
了
に
伴
う
当
所
議
員
改
選
に
つ

い
て
種
々
協
議
さ
れ
た
。

正
副
部
会
長
会
議
開
催

当
所
議
員
改
選
に
伴
う
二
号
議
員
の
部
会
定

数
等
に
つ
き
七
月
十
日
、
午
前
十
時
よ
り
当
所

ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

当
日
は
河
合
副
会
頭
を
は
じ
め
各
部
会
正
副

部
会
長
が
出
席
さ
れ
、
原
案
が
承
雙
れ
た
。と

し
の
中
j
 
白
日
、

商
業
小
売
部
会
幹
事
会
の
開
催

去
る
七
月
十
四
貝
午
後
二
時
よ
り
当
所
二

階
ホ
ー
ル
に
於
て
小
売
部
会
幹
事
会
を
開
催
。

当
日
は
ゲ
ス
ト
に
奈
良
市
観
光
商
工
課
仲
野

課
長
辻
課
長
補
佐
高
井
係
長
を
招
き
、
当

所
細
田
部
会
長
外
八
名
の
出
席
を
得
て
、
件
野

課
長
の
当
面
の
市
の
商
工
行
政
に
つ
い
て
の
話

を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
商
業
振
興
対
策
の
う
ち

特
に
商
店
街
装
飾
助
成
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

熱
心
に
意
見
の
交
換
を
な
し
た
。

奈
良
全
市
中
元
大
売
出
L
実
施

恒
例
の
奈
良
全
市
中
元
大
売
出
し
は
七
月
二

十
日
よ
り
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
プ
ー
ル
招
待
を
中

心
に
実
施
し
た
。

売
出
し
期
間
中
は
売
出
し
ム
ー
ド
を
高
め
る

為
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
吹
奏
楽
団
に
ょ
る
参
加
商

店
街
の
吹
奏
行
進
を
始
め
各
商
店
街
と
、
各
々

趣
向
こ
ら
し
た
方
法
で
盛
況
裡
に
実
施
さ
れ
、

顧
客
か
ら
も
喜
ば
れ
た
。

産
能
力
を
具
備
し
、
従
業
員
に
働
き
甲
斐
の
あ

る
職
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

、、

時当
所
三
階
ホ
ー
ル

奈
良
県
立
短
期
大
学

教
授
橋
爪
勝
次
氏

定
着
性
を
如
何
に
し
て
高
め
る

一
、
出
席
者
十
八
名

)力

セ
ー
ル
ス
マ
ン
訓
練
講
座
開
催

一
労
務
管
理
講
座
開
催
さ
る

各
社
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
七
ー
ル

ス
マ
ソ
の
人
材
育
成
と
強
化
を
目
的
と
し
て
、

標
記
の
講
座
を
開
催
し
た
。

当
日
は
真
夏
と
は
い
ぇ
特
に
暑
い
な
か
各
社

か
ら
派
造
さ
れ
た
五
十
三
名
の
受
誥
者
は
熱
心

に
聴
講
さ
れ
た
。

一
、
出
席
者
五
十
三
名

一

労
働
力
釜
の
今
日
、
現
有
労
働
力
の
定
着

性
を
高
め
る
こ
と
は
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
次
の
通
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
九
。

中
級
簿
記
講
座
開
催

中
小
企
業
の
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
計
数
管

理
の
充
実
の
う
ち
こ
れ
に
関
連
す
る
経
理
鬻

に
つ
い
て
実
務
を
中
心
に
標
記
の
講
座
を
次
の

通
り
開
催
し
た
。

こ
の
講
座
は
午
後
六
時
t
八
時
ま
で
二
時
間

ナ
イ
タ
ー
で
実
施
し
た
。

記

一
、
と
き
七
月
二
十
七
日
1
八
月
七
日

一
、
と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

弌
講
師
奈
良
商
業
高
等
学
校

教
諭
上
川
皖
哉
氏

一
、
出
席
者
延
百
八
十
名

丈
日

記

時
七
月
二
十
二
日
午
後
一
時
t
五

、

と
き
七
月
二
十
四
日
(
金
)
午
前
十
時

?
午
後
五
時

と
こ
ろ
当
所
三
階
ホ
ー
ル

講
師
大
阪
販
売
経
営
研
究
所

南
博
信
氏

テ
ー
マ
 
H
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
シ
ッ
プ

国
販
売
に
於
け
る

で
一
劣
,
ル
0
・
m
ゆ
血

国
コ
、
、
三
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ソ

四
フ
プ
ロ
ー
チ

国
理
解
技
術
と
苦
情
処
理

、

き
び
し
い
企
業
環
境

四
十
四
年
度
の
中
小
企
業
は
糖
な
発
展
を

示
し
、
工
業
生
産
の
対
前
年
の
伸
び
率
は
一
三

三
%
、
設
備
投
資
は
一
六
%
(
四
月
t
九

月
)
輸
出
は
二
三
%
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
中
小
企
業
の
構
謂
問
題
も
ま
た
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
労
働
力
不
足

②
賃
金
水
準
の
上
昇
、
③
智
ス
ト
高
に
ょ
る
製

品
価
格
の
上
昇
、
④
金
融
引
締
め
に
ょ
る
資
金

繰
り
の
悪
化
か
そ
れ
で
あ
る
。

新
展
開
を
迫
ら
れ
る
中
小
企
業

従
来
、
中
小
企
業
は
低
賃
全
低
管
理
費
を

利
し
て
小
回
り
を
き
か
せ
た
経
営
を
行
っ
て
き

た
が
、
最
近
の
企
業
環
境
の
変
化
と
と
も
に
古

い
経
営
形
態
か
ら
の
脱
皮
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
変
化
と
は
、
①
経
済
の
大
型
化
に
伴
う
需

要
の
多
様
化
高
級
化
、
②
労
働
力
不
足
の
隹

行
、
③
国
際
化
の
進
展
④
経
済
の
大
型
化
と
技

術
革
新
、
⑤
都
市
化
の
進
展
と
過
密
公
害
問
題

な
ど
で
あ
る
。

①

技
術
的
特
性
を
身
に
つ
け
る

機
械
関
連
中
小
企
業
峡
多
品
種
小
量
生

産
、
小
規
椣
資
本
、
技
術
を
要
し
な
い
分
野
を

占
め
て
い
た
が
、
今
後
は
身
近
な
技
術
の
応
用

で
大
企
業
に
対
抗
で
き
る
技
術
的
特
性
を
身
に

つ
け
る
と
同
時
に
、
グ
ル
ー
プ
化
や
量
産
技
術

の
導
入
、
省
力
化
ま
た
は
業
種
全
体
の
讐
改

善
を
行
う
こ
と
に
ょ
っ
て
、
自
主
性
あ
る
中
小

企
業
へ
到
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

/
 
j
 
゛
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C消
費
の
変
化
に
適
応
L
た
商
品
企
画

W
財
関
連
産
業
は
、
従
来
中
小
企
業
の
支

配
的
部
門
(
中
小
企
業
の
占
め
る
割
合
は
七
二

%
)
で
あ
っ
た
が
、
大
企
業
の
こ
の
分
野
へ
の

進
出
と
と
も
に
中
小
企
業
の
比
重
低
下
が
見
ら

れ
る
。
反
面
、
需
要
の
高
度
化
多
様
化
、
生
活

の
洋
風
化
レ
ジ
ャ
ー
化
、
新
原
材
料
の
出
現
な

ど
に
ょ
り
中
小
企
業
進
出
の
新
分
野
も
ひ
ろ
が

つ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
、
デ
ザ

イ
ソ
開
発
体
制
を
整
え
、
そ
の
商
品
化
技
術
力

を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
大
量
消
費
経
済
に
対
処

す
べ
く
あ
る
程
度
の
量
産
化
能
力
を
備
え
る
た

め
の
生
産
近
代
化
も
必
要
で
あ
る
。

③

中
小
企
業
は
組
織
化
を

中
小
商
業
は
、
経
済
の
大
型
化
と
と
も
に
そ

の
地
位
は
若
干
低
下
し
て
き
て
お
り
、
特
に
卸

業
に
著
し
い
。
卸
業
は
大
都
市
集
中
大
規
模
卸

の
傾
向
が
強
い
。
小
売
業
は
大
都
市
お
よ
び
周

辺
都
市
部
の
発
展
が
著
し
く
、
中
心
部
は
デ
。
ハ

ー
ト
、
専
門
店
が
重
要
な
機
能
を
果
す
。
ま

た
、
最
近
の
消
喪
者
は
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ

ー
の
よ
う
な
商
店
集
団
に
集
ま
る
傾
向
に
あ
る

一
方
、
資
本
自
由
化
、
情
報
化
に
対
処
す
る
た

め
に
、
聖
径
」
と
の
組
織
化
、
共
同
化
、
専
門

化
、
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
と
同
時
に
、
地
域
商

圏
の
動
向
に
即
し
た
街
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み

の
近
代
化
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

以
上
、
要
約
す
れ
ぱ
、
七
0
年
代
の
中
小
企

業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
①
高
度
の
技
術
特
色

な
い
し
商
品
企
画
力
を
も
ち
、
②
専
門
性
と
同

8

、
,
才
゛

時
に
小
回
り
能
力
を
も
備
え
、
③
多
品
種
小
量

生
産
を
べ
】
ス
に
し
な
が
ら
も
あ
る
程
度
の
量
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X
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人
手
不
足
と
人
間
尊
重

日
本
青
年
会
議
所
会
頭

米
原
正
博

ク
人
が
足
ら
な
い
0
 
ク
労
働
力
が
求
め
ら
れ
な

い
0
 
と
言
う
話
が
最
近
、
全
国
各
地
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
山
陰
の
片
田
舎
の
小
さ
な
企
業
に
お

い
て
も
、
日
本
一
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
お
い
て

も
全
く
同
じ
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

数
日
前
、
私
は
中
曽
根
防
衛
庁
長
官
に
委
嘱
さ

れ
、
日
本
の
防
衛
庁
、
自
衛
隊
を
診
断
す
る
委
員
と

し
て
、
北
海
道
の
陸
上
自
衛
隊
を
視
察
し
た
。
そ
の
陸

上
自
衛
隊
幹
部
と
の
懇
談
の
席
で
、
隊
員
蒙
の
責

任
者
(
地
連
部
長
)
か
ら
開
い
た
ク
全
く
お
先
真
暗

で
オ
と
い
う
言
葉
ほ
ど
切
実
な
人
的
資
源
の
不
足

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
0
 
開
い
て
み

る
と
現
在
、
年
間
常
時
三
、
五
0
0
名
t
五
、
 
0
0

0
名
の
担
当
者
と
一
、
二
0
0
台
に
の
ぽ
る
車
輔

を
全
国
に
配
置
し
て
自
衛
隊
員
の
募
集
活
動
を
行
な

つ
て
い
る
が
と
て
も
今
後
は
年
間
三
二
、
 
0
0
0

全
雇
用
の
実
施
を
は
か
っ

思
う
と
、
隔
世
の
祭
t

ク
物
質
的
豊
か
さ
か
ら

高
度
の
経
済
成
長
が
も

さ
と
一
言
う
の
も
か
ら
、
現

の
段
階
と
も
一
盲
え
る
、
<

る
た
め
の
場
と
一
言
う
も
の

代
っ
子
は
、
あ
き
や
す
く
一
・

返
し
作
業
に
は
耐
え
ら
れ
0

こ
の
こ
と
は
現
在
の
若
乏

容
を
指
す
言
葉
で
も
あ
る
、

七
0
年
代
を
迎
え
た
女

こ
の
労
働
力
不
足
を
本
質
帥

り
大
き
な
飛
躍
を
望
む
こ
、

の
よ
う
な
課
題
は
わ
れ
わ
■

゛
ー

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
0

交
通
公
害
物
価
に
真
剣
に
取
り
組
む

.

一

ス
ア
ッ
プ
す
る
な
ら
、
生
産
性
の
上
昇
が
伴
わ
な

く
て
も
歩
調
を
併
せ
な
く
て
は
企
業
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
状
を
端
的
に
表
わ
し
て
い

る
と
思
う
0

年
率
一
七
%
と
い
う
現
在
の
よ
う
な
ぺ
ー
ス
で
賃

上
げ
を
続
け
つ
つ
、
一
方
で
コ
ス
ト
イ
ソ
フ
レ
を
避

け
物
価
安
定
を
は
か
る
と
言
っ
た
こ
と
は
、
全
く
画

に
か
い
た
餅
に
過
ぎ
ず
、
世
界
の
如
何
な
る
先
進
国

に
お
い
て
も
未
だ
達
成
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
成
果
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
し
、
同
時

に
労
働
力
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と

予
測
さ
れ
る
だ
け
に
、
何
等
か
抜
本
的
な
手
段
を
と

る
べ
き
と
き
が
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
は
決
し

て
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
0

ク
自
動
車
を
締
め
出
せ
0
 
運
動
の
懸
念
も

次
元
は
異
な
る
が
同
じ
よ
う
に
全
国
各
地
で
共
通

昭
和
七
年
七
月
、
鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町
に
生
ま

る
。
三
0
年
三
月
成
城
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
同
年

四
見
よ
り
三
五
年
ご
再
ま
で
日
本
生
産
性
本
部
勤

務
。
三
六
年
一
月
よ
り
四
一
年
三
月
ま
で
日
本
青

年
会
誘
専
務
理
事
を
務
め
る
。
三
九
年
ご
河
鳥

取
り
ク
リ
エ
ー
シ
,
ソ
セ
ソ
タ
ー
取
締
役
社
長
、
四

一
年
三
月
日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
"
ソ
放
送
取
締
荏

長
、
四
二
年
八
月
日
ノ
丸
ハ
イ
ヤ
ー
取
締
役
社
長
、

四
四
年
三
月
日
ノ
丸
自
動
車
取
締
役
、
同
年
四
月
鳥

取
井
報
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
、
四
五
年
一
月
日
本

青
年
会
議
所
会
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
、
現
在
に
至
る

,
,
ー
,
ー
'

'
4
t
才
.
'

筆
者
略
歴

し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
交
通
対
策
で
あ
る
。

力
物
か
ら
人
》
人
間
尊
重
が
叫
ぱ
れ
る
時
、
私
は

人
間
が
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
物
を
作
る
こ
と
に
ょ

つ
て
発
生
し
た
あ
ら
ゆ
る
公
害
は
、
ま
た
人
間
が
科

学
技
術
に
ょ
っ
て
除
去
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
老
え
る
べ
き
で
あ
り
、
白
動
車
と
言
う
最
大
の

公
害
に
つ
い
て
も
こ
の
考
え
方
に
ょ
っ
て
早
急
に
処

置
を
と
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
0
 
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
世
間
に
は
こ
の
よ
う
に
増
加
す
る
交
通
雛
牲
者

を
も
う
こ
れ
以
上
増
加
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
t

る
確
固
た
る
姿
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
0ま

た
一
般
的
に
考
え
て
も
一
、
 
0
0
0
名
の
戦
争

に
ょ
る
戦
死
者
を
出
す
の
も
、
交
通
事
故
で
、
一
、

0
0
0
名
が
死
ん
で
い
く
の
も
人
の
命
に
か
わ
り
は

な
し
と
い
う
切
謠
も
ま
だ
ま
だ
乏
し
し
と
い
う
こ
と

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

大
気
汚
染
を
少
し
で
も
防
ご
う
と
工
場
の
煙
突
を

一
Π
メ

か
高
く
す
る
の
と
同
様
に
、
私
も
交
通

ル

ー
ト

産
業
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
と
し
て
、
ど
ぅ
し
た
ら
よ

の
か
と
頭
を
い
た
め
色
々
な
交
通
安
全
施
策
を
試

いみ
る
が
効
果
は
あ
が
ら
な
V
。
私
は
こ
の
交
通
安
全

対
策
等
が
早
急
に
出
来
な
い
な
ら
ぱ
、
必
ず
や
近
し

将
来
、
自
動
車
と
V
う
凶
器
を
締
出
そ
う
と
す
る
運

ー
リ
A
フ
4
-
ノ
ー
C
1
-
ノ
.
ー
フ
一
ノ
ー
ノ
「
大
、
ノ
山
卦
1
E
.
お
す

ま
t
ま
す
深
刻
化
し
、
大
企
業
が
八
、
 
0
0
0
円
べ

C

,
゛
、
'
拶
1
、
、
一
ξ
P
^
S
 
,
忌
 
S
 
よ
U
七
ル
メ
琴
 
j

{
一
一
、
"
=
、
.
 
H

ξ
一

写
'
#
、
 
Y

'
ノ
人
ノ
●

、
ゞ
.
ー
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W

゛
ー
ー
ー
ー

.
、
、
、
、
ノ

『
、
、
、
'

学
'、

^
ψ
ハ
ー
ー
ハ
y

ニ
^
 
W
y
ミ
先
y
 
、

〆

動
が
起
ら
な
い
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
0

国
民
の
命
を
守
る
姿
勢
を

今
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
日
本
国
民
と
し
て

国
民
の
命
は
何
を
お
い
て
も
守
る
と
す
る
具
体
的
な

姿
勢
を
創
り
あ
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
痛
感
し
つ

つ
、
本
年
よ
り
年
毎
に
車
の
数
は
増
加
し
て
も
安
全

対
策
が
そ
れ
以
上
に
充
実
し
効
果
を
上
げ
て
い
く
よ

う
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
い
る
も
の
で
あ
る
、

L
t
 
卦

圭
卜
一

寸
く

^ノ

、

ゞν"

弌'

0
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一
調
査
一ト

タ
イ
マ
ー
雇
用
希
望

0
＼

1
ノ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ー
ー

☆
労
働
力
不
足
対
策
の
一
環
と
し
て
、
.
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
中
高
年
齢
者
層
の
☆

☆
活
用
等
が
さ
け
は
れ
て
い
る
が
、
地
域
内
各
企
業
に
お
け
る
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
☆

☆
雇
用
に
つ
い
て
の
悉
調
査
を
行
な
い
、
今
後
の
対
笥
立
の
参
考
昇
と
す

☆
る
た
め
実
施
し
た
。

調
査
時
点
昭
和
四
十
五
年
六
月
三
十
日

聖
製
と
方
法
当
所
会
員
ご
三
-
0
社
を
対
象
と
し
て
フ
ソ
ケ
ー
ト
方
式
に

よ
り
実
施
二
九
四
社
よ
り
回
答
を
得
た
。

。
ハ
】
ト
タ
イ
マ
】
雇
用
に
つ
い
て

、

社

調
査
回
答
企
業
二
九
四
社
の
中
で
雇
用
す
る

が
四
六
・
九
%
、
将
来
雇
用
し
た
い
と
答
え
た

、
の
が
二
三
・
一
%
で
雇
用
の
方
針
を
打
出
し

九
も
の
は
七
号
ニ
ニ
ハ
社
を
数
え
て
い
る
。

ニ
、
雇
用
す
る
場
合

イ
希
望
の
職
種
と
人
員

雇
用
す
る
雇
用
し
な
い
将
来
し
た
い

竺合四
六
・
九
%
三
0
・
0
%
二
三
・
一
%
一

種
希
望
延
件
数
人
数

職
種
希
望
延
件
数
人
数
職

清
掃
人

.
雑
1
 
御

自
男
町
車
助
予

ウ
エ
イ
タ
ー

職
種
希
望
延
件
数
人
数

現

ウ
エ
イ
ト
レ
ス場

洗

L

配

逹

胴
理

、
、
、
、

期
限
付
雇
用

包

分
一
事
業
場
数

年
間
を
通
じ
て
雇
用
し
た
い
が
最
も
多
く
七

0
社
(
五
四
・
七
%
)
を
占
め
て
船
り
、
こ
れ

場

合
計

計
こ
れ
は
現
今
の
労
働
力
不
足
を
反
映
し
て
.
ハ

ー
ト
に
ょ
う
て
労
働
力
を
確
保
し
、
人
手
不
足

に
対
処
せ
ん
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

誕
一
叩
検
査
1
 
-
.
■
一
セ
】
ル
ス
七

1
觸
1
 
版
ー
エ
'
ー
ー
一
,
二
商
品
整
理
 
1
-
-
.

鬮
四
野
員
-
ー
ー
,
一
二
!
畷
ガ
イ
ド
一
一

廊
膳
1
二
一
「
戸
一
一
戸
一
↑
回
1
-
,
}

装

二
九
四

-
0
号

一
四

各
社
が
希
望
し
て
い
る
職
種
の
延
件
数
は
二

四
三
件
で
希
望
人
員
総
数
は
七
四
一
名
に
及
ん

だ
。
各
社
の
必
要
と
し
て
い
る
職
種
は
①
現
場

②
販
売
③
事
畜
誓
⑤
郭
人
⑥
セ
ー
ル
ス

の
順
と
な
っ
た
が
、
こ
の
上
位
武
種
で
希
望

延
件
数
の
八
一
・
九
%
、
人
員
で
八
五
・
五
%

戸
支
給
賃
金
(
一
時
間
当
り
)

三

七
0
社

五
八
社

ご
一
八
社

事
務
四
三

^
^
一
一
一
W
-

ー
タ
イ
プ
一
辻

1
販
売
五
七

希
望
延
件
数
人
数

職
種

炊
事
婦

製
図
ト
レ
ー
サ

ス
タ
ソ
ド
給
油

レ
ジ
ー
゛

値
札
付
け

る
。
最
高
の
四
0
0
円
及
び
三
0
0
円
以
上
の

職
種
は
特
殊
な
仕
事
、
織
を
要
す
る
も
の
で

わ
ず
か
に
全
体
の
四
・
ニ
%
と
な
っ
て
い
る
。

炊
に
業
種
別
(
製
造
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

に
ょ
る
賃
金
を
見
て
み
る
と
、
製
黎
の

三
、最

高
は
三
五
0
円
(
機
械
現
場
)
最
低
は
-
0

円
(
雑
役
)
で
平
均
支
給
賃
金
は
一
五
三
円

で
あ
る
。
商
業
に
於
て
は
最
高
は
四
0
0
円

(
店
頭
販
売
)
最
低
-
0
0
円
(
店
頭
販
売
)

で
平
均
支
給
賃
金
は
一
六
五
円
で
あ
る
。
最
後

に
サ
】
ビ
ス
業
に
於
て
は
、
最
高
支
給
賃
金
三

七
五
円
(
ガ
イ
ド
)
最
低
支
給
賃
金
-
0
0
円

(
雑
役
)
で
平
均
支
給
賃
金
は
一
六
七
円
で
あ

る
。
業
種
別
に
ょ
る
支
給
賃
金
格
差
は
ほ
と
ん

0

ど
な
い
よ
う
で
あ
る

他
に
支
給
す
る
手
当
に
つ
い
て

A
 
諸
手
当
に
つ
い
て

単
に
手
当
と
し
て
支
給
す
る
も
の一九

社

給
食
手
当
二
、
七
0
0
円
支
給

(
一
日
三
0
円
の
給
食
支
給
)
一
ガ一ガ

生
理
休
暇
一
日
分
(
月
)

昼
食
手
当
一
日
三
0
円
支
給
 
7一ガ

昼
食
支
給

待
機
手
当

日
五
o
o
t
-
、
 
0
0
0
円
;

手
当
一
日
-
0
0
円
支
給

夏
刈
冬
期
手
当

歩
合

ガ

日
曜
日
出
勤
の
み
二
0
0
円
支
給7一

一
ガ

皆
勤
手
当
有
り

計
三
0
社

五

案

/
朝
六
時
t
昼
ご
蒔
夜
一
七
時

/
三
時
 
t
一
七
時
ー
ニ
ニ
時

単
価
(
門
)
社
数
%
単
価
(
円
)
社
数
%
単
価
(
円
)
社
数
%

接

内

-
0
0

五
五

一
一

待

時
刻
工
五
社
-
0
社
三
一
社

時
刻
六
社
-
0
-
社
一
三
社

工
0

C 、
4

一

三
0

を
占
め
た
。
他
に
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
、
ウ
エ
イ
タ

洗
い
場
器
、
案
内
、
接
待
、
配
膳
、

、
炊
事
婦
と
い
っ
た
よ
う
に
観
光
旅
館
料
理

食
店
関
係
の
職
祭
多
い
の
は
観
光
奈
良
の
特

色
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

七

三
孟

%
五
四
・
七
%

三
・
ニ

四
五

七
四
一

一
三
0

一
九

●
ー
ノ

0
 
・
五

一
四
0

ハ
・
六

三

一
五
0

一
四
六

ニ
ナ

最
高
四
0
0
門
最
低
-
0
0
円
で
総
平
均

額
は
工
△
円
と
な
っ
た
が
、
支
給
件
数
か
ら

見
る
と
一
五
0
円
が
三
五
・
五
%
で
最
も
多
く

九
二
・
七
%

支
給
し
な
い
と
答
え
た
も
の
三
社

七
・
三
%

条
件
付
支
給
額
表

エ
ハ
0

一
・
四

三
・
ハ

一
五
六
・
ハ

一
七
0

七
八

額社
数額社

数

一
八
0

-
 
0
 
・
五

-
0

二
五
・
五

二
0
0

一
三

四
・
五

八
0
0
円
迄

二
五
0

一
(
一
・
七
%
)

三

三
五
0

五
・
九

三
0
0

一
、
 
0
0
0
円
迄

四
五
・
三
%

三

三
七
五

五
・
 
0

一
九会三
・
ハ
%
)

そ
の
他
の
条
件
付
支
給

一
社

ス
路
線
の
便
乗
証

゛
、ノ一

日
ご
δ
円
ま
で
嘉
 
7

一
日
一
五
0
円
ま
で
支
給
一
グ

五
号
支
給

五
ガ

六
9
拓
ガ

一
グ

七
0
%
ル

一
ガ

一
ガ

八
9
盃
グ

九
9
'
ガ

一
グ

交
通
費
に
つ
い
て
は
、
支
給
し
て
い
る
と
答

え
た
企
業
が
九
二
・
七
%
と
圧
倒
的
に
多
く
、

こ
の
中
で
全
額
支
給
し
て
い
る
の
が
五
四
・
ニ

%
で
あ
る
。
条
件
付
支
給
額
に
於
て
は
、
平
均

月
額
二
、
 
0
-
六
円
、
又
一
日
計
算
で
は
八
0

円
ぐ
ら
い
支
給
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

他
交
通
費
の
割
合
に
ょ
る
支
給
企
条
五
・
九

%
で
九
社
を
数
え
て
い
る
。
条
件
付
支
給
の
う

ち
で
五
0
%
支
給
が
最
も
多
く
五
社
と
な
っ

ナ

ズ
 
0
0
0
円
迄

四
0
0

九
・
四

一
一
・
七

六

九
(
一
五
・
五
%
)

三

四

C

ニ
、
四
0
0
円
迄

出
勤
時
刻
は
朝
(
六
時
t
三
時
)
が
八
三

三
%
を
占
め
て
い
る
。
退
社
時
刻
は
昼
(
一

二
時
1
五
時
)
が
七
一
テ
三
%
を
占
め
て
い
る

出
勤
時
刻
を
細
分
し
て
み
る
と
、
九
時
が
三
六

ニ
%
、
八
時
と
-
 
0
時
が
と
も
に
三
一
・
0

%
、
九
時
三
0
分
が
五
・
ハ
%
を
占
め
る
と
と

亀
に
、
こ
の
八
時
1
-
0
時
の
間
で
全
体
の
七

ハ
・
ニ
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
夜
の
五
時
よ

り
六
時
三
0
分
ま
で
の
出
勤
が
九
・
五
%
と
な

つ
て
い
る
。

一
・
四

汰
い
で
一
三
0
円
が
三
・
ハ
%
、
二
0
0
円

が
九
・
四
%
と
な
っ
て
お
り
、
一
三
0
円
t
二

0
0
円
の
範
囲
で
全
体
の
八
割
を
占
め
て
い

一
・
ハ

三
(
五
・
ニ
%
)

0
 
・
五

、

合
計
二
二
0
社

二
六
0
門
迄

(
六
・
九
%
)

0
 
・
五

平
均
単
価
ニ
ハ
一
円

ー
ー

七
三
三
七
三

四
七

支
給
額
全
額
支
給
条
件
'
全
額
本
人
負
担

交
通
費
に
つ
い
て

B

ノ

三
、
 
0
0
0
円
迄

社
竺
"
三
ぎ
一
三

五
(
八
・
七
%
)

て
五
0
0
円
迄

九
(
一
五
・
五
%
)

Ξ
、
六
0
0
円
迄

-
0
0
%

支
給
す
る
と
答
え
た
も
の
一
五
三
社

ら
の
企
業
は
常
時
雇
用
員
の
不
足
を
.
ハ
ー
ト
で

補
霜
う
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
炊
い
で
期
限
付

雇
用
に
つ
い
て
は
五
八
社
で
三
ケ
月
間
が
一
番

多
く
一
七
社
(
一
三
・
三
%
)
で
、
次
に
五
ケ

月
間
、
ハ
ケ
月
問
が
と
も
に
各
八
社
で
、
他
は

ま
ち
ま
ち
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
期
間

雇
用
を
望
ん
で
い
る
企
業
は
季
節
的
繁
忙
さ
を

ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。ホ

勤
務
時
間
(
出
勤
時
刻
と
退
社
時
刻
)

に
つ
い
て

A
 
出
勤
退
社
時
刻
に
つ
い
て

六
(
-
0
・
三
%
)

一

、

八
0
0
円迄

一
(
一
・
七
%
)

次
に
退
社
時
刻
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
七
時

が
ニ
ハ
・
四
%
、
一
六
時
が
二
五
・
四
%
、
ニ

一
時
が
七
,
ニ
%
と
な
っ
て
い
る
。
一
六
時
t

一
七
時
の
問
で
全
体
の
五
八
%
を
占
め
て
い
る

と
同
時
に
一
'
以
降
で
一
三
%
占
め
て
い
る

の
も
夜
出
勤
の
九
・
五
%
が
加
算
さ
れ
た
こ
と

に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

B
 
業
種
別
就
業
時
間
に
つ
い
て

(
商
業
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
)

商
業
に
つ
い
て

七
t
八
時
間
勤
務
が
最
も
多
く
、
全
体
の

三
四
・
六
%
を
占
め
群
を
抜
い
て
い
る
。
三

時
間
t
四
時
間
勤
務
に
於
て
は
、
午
後
五
時

1
午
後
九
時
ま
で
の
店
頭
販
売
で
、
常
勤
者

と
の
交
替
用
員
と
し
て
の
必
要
性
か
ら
で
あ

ろ
う
。
平
均
勤
務
時
問
は
六
時
間
0
四
分
で

あ
る
。

工
業
に
つ
い
て

六
時
間
t
九
時
閻
ま
で
が
圧
倒
的
に
多
く

七
五
・
五
%
を
占
め
て
い
る
。
又
四
時
間
以

下
は
三
・
ハ
%
と
少
な
く
パ
ー
ト
と
い
ぇ
ど

も
工
業
に
於
て
は
、
七
時
間
t
八
時
問
の
長

時
間
勤
務
を
望
ん
で
船
り
、
労
働
力
不
足
を

ー
ト
で
お
ぎ
な
お
う
と
の
現
れ
と
思
わ
れ

.
、ノる

。
平
均
勤
務
時
問
は
六
時
間
五
二
分
で
あ

る
。

サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て

三
時
間
以
下
が
一
九
%
を
占
め
て
い
る

全
体
的
に
短
時
間
勤
務
の
も
の
か
ら
長

一
、
、
、

力時
間
勤
務
の
も
の
へ
と
多
彩
な
勤
珍
時
間
帯

で
あ
る
。
三
業
種
中
最
も
平
均
勤
務
時
間
が

短
く
五
時
間
四
0
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
業
種
の
総
平
均
勤
務
時
間
は
六

時
間
三
分
で
あ
る
。

五
、

雇
用
希
望
の
期
冏
に
つ
い
て

二

O
C
0
円迄

年
中
雇
用
し

い
ナ

一
(
一
・
七
%
)

区

ノ'、

ノノノノ

ノ'、
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☆☆
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八
八
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2

5

ガ

8

ガ

業

2

ガ

1

4

工

1

8

ガ

2

7

グ

ガ

9

7

ノ

業

ガ

4

ノ

2

ガ

7

ガ

商

3

ガ

ガ

2

ノ

ガ

へ
託
児
所
に
つ
い
て

数

1Ⅱ

合

3

ガ

一
あ

.
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
雇
用
し
な
い
理
由
社
数

%

ー
パ
ー
ト
に
適
す
る
業
種
で
は
な
い
か
ら
四
一

四
六
・
七

三
二
・
九

2
 
人
手
は
充
足
し
て
い
る
た
め
不
必
要
工

3
 
単
に
雇
用
し
な
い
と
答
え
た
も
の
一
八

二
0
・
五

四
・
五

4
 
労
働
日
数
及
び
時
間
に
制
約
が
あ
る
四

5
 
社
規
則
に
ょ
る

一
.
一

6
 
仕
事
に
誠
意
な
し

一
.
一

7
 
永
続
性
に
乏
し
い

一
.
一

8
 
お
客
に
対
し
て
不
親
切

一
.
一

四
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
】
の
職
業
船
介
に
つ
い
て
の
意
見

主
な
意
見
を
挙
げ
て
み
る
と

0
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
好
ま
し
い

0
企
業
の
近
所
の
人
を
求
む

0
求
職
名
癒
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ぱ
出
し
て
欲
し
い

0
普
通
勤
務
時
間
の
人
を
望
む

0
欠
勤
が
多
い
の
で
困
る

0
大
い
に
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

0
、
氷
続
性
の
あ
る
人

0
男
女
共
若
年
老
を
望
む

0
勤
務
時
間
を
厳
格
に
ま
も
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

(
む
す
び
)
労
働
力
不
足
対
策
の
一
環
と
し
て
、
各
事
業
所
は

ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、
雇
用
を
希
望
す
る

企
業
は
七
号
と
圧
倒
的
に
多
い
、
一
方
雇
用
し
な
い
と
答
え

た
中
に
、
職
種
・
能
率
的
・
熟
練
等
を
必
要
と
す
る
た
め
、
.
、ノ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
無
理
だ
と
の
声
も
あ
っ
た
。
今
後
、
.
ハ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
は
是
非
計
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
職
場
適

応
の
た
め
の
訓
練
・
教
育
・
職
業
に
対
す
る
自
覚
と
責
任
を
持

つ
よ
う
な
指
遵
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
又
託
児
所
の
問
題
に
関
し

て
は
ま
っ
た
く
な
い
状
況
で
、
企
業
も
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活

用
を
考
え
る
な
ら
ば
、
働
き
易
い
よ
う
能
児
所
の
設
置
、
及

ひ
共
伺
託
児
所
等
の
環
境
整
備
等
の
受
入
れ
体
制
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
今
後
益
六
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ハ

ー
ト
タ
イ
々
ー
の
気
軽
な
相
談
・
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
の
出
来
る

よ
う
な
職
業
紹
介
制
度
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

2

ガ

9

ガ

二
一
五
四

一
・
三
%
九
八
・
七
%
三
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
】
を
雇
用
し
な
い
理
由
に
つ
い
て

る

2

五
四

託
児
所
の
あ
る
と
の
回
答
は
わ
ず
か
二
社
で
九
八
・
七
%
が

持
っ
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。

、 良

◇
一
三
重
芦
◇

男
の
方
で
す
と
、
あ
る
程
度
事
業
に
成
功
し

軌
道
に
乗
っ
て
く
る
と
や
れ
宴
会
だ
、
「
や
れ

コ
ル
フ
だ
」
と
本
業
以
外
の
こ
と
に
亭
中
に
な

つ
た
り
、
中
に
は
、
二
号
さ
ん
を
持
つ
よ
う
な

人
も
で
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
の
場
合

は
、
い
く
ら
仕
事
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ

て
、
母
で
あ
り
、
一
盡
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
仕
事
に
対

し
て
、
一
層
重
い
責
任
を
感
じ
、
一
層
努
力

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
る

も
の
で
す
。
母
、
妻
経
営
責
と
い
わ
ば
三

重
苦
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

◇
一
長
崎
と
鎌
声
◇

私
が
結
婚
し
た
の
は
大
正
五
年
、
十
九
才
の

時
で
、
子
供
三
人
を
か
か
え
、
主
人
に
先
立
た

れ
た
の
は
二
十
六
才
の
時
で
し
た
。
東
京
の
青

山
に
あ
る
実
家
へ
復
籍
し
て
か
ら
、
経
済
的
に

自
立
し
て
い
き
た
い
、
と
強
く
思
っ
て
は
い
ま

し
た
。偶

々
、
鎌
倉
の
親
戚
の
家
へ
遊
び
に
行
0
九

時
の
こ
と
で
す
。
水
質
が
悪
く
て
、
わ
ざ
わ
ざ

天
水
を
貯
め
て
そ
れ
で
洗
顔
し
て
い
る
の
で
、

私
は
、
そ
の
時
「
こ
れ
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
生
ま
れ
た
長
崎
で
、
洗
顔
に
小
豆
の
粉
を

使
っ
て
い
た
の
を
思
い
だ
し
ま
し
九
。
塩
分
を

含
ん
で
い
る
水
で
は
、
石
鹸
が
溶
け
に
く
い
の

で
す
。
基
礎
化
粧
で
あ
る
洗
顔
に
、
女
性
は
皆

苦
労
し
て
い
る
。
最
も
よ
い
洗
顔
料
を
つ
く
り

た
い
と
決
心
し
ま
し
た
。

矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
東
京
都
工
業
試
験
所

聖

<

の
語
博
士
に
頼
み
込
み
、
ア
ズ
キ
洗
粉
の
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
半
た
っ
た

大
正
十
年
の
終
り
頃
よ
う
や
く
自
信
の
も
て

る
製
品
が
で
き
、
製
法
専
売
特
許
も
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
ど
ぅ
や
っ
て
商
品
化
し

た
ら
い
い
も
の
か
1
考
え
る
と
途
方
に
暮
れ

ま
し
た
が
、
幸
い
、
父
が
実
家
の
庭
に
二
十
坪

ほ
ど
の
工
場
を
造
っ
て
く
れ
、
製
造
の
方
を
引

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
母
が
三
人
の
子

供
の
面
倒
を
見
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
、
販
売

開
拓
に
あ
ち
こ
ち
自
由
に
飛
び
回
る
こ
と
が
で

き
た
の
、
こ
う
い
う
協
力
者
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
「
お
前
の
よ
う
な
我
が
艦
娘
が
商
売
と

な
る
と
」
と
よ
く
母
に
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◇
一
特
選
口
四
◇

私
の
「
ア
ズ
キ
洗
粉
」
を
、
一
番
先
に
取
引

し
て
く
れ
た
の
は
、
銀
座
の
白
牡
丹
と
い
う
化

粧
品
店
で
、
そ
れ
か
ら
手
デ
.
ハ
ー
ト
へ
と
思

、
、

三
越
へ
は
何
度
も
通
っ
元
も
の
で
す
。
そ

Lの
頃
の
三
越
の
仕
入
部
は
二
階
に
あ
っ
て
二
百

畳
ほ
ど
の
タ
タ
ミ
敷
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
デ
パ
】
ト
の
仕
入
部
へ
出
入
す

る
女
性
は
珍
ら
し
い
時
代
で
し
た
。

何
度
、
通
い
つ
め
、
よ
う
や
く
私
の
「
ア
ズ

キ
洗
粉
」
を
試
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果

「
三
越
の
特
選
品
」
と
銘
打
っ
て
売
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
「
特
選
品
」
と
い
う
文
字
を
使
っ
た

の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後

各
百
貨
店
で
、
取
扱
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。◇

一
夜
行
列
亨
◇

'
一
一

一

「

.
ー

よ
聖

雪
二

〆
,
"
・
ぢ

亭

一

ノ
↓
、

一

^
腎
、
一
^,

武

=
ヨ

J

,

一
゛

ノ

一

互 .

少

一

一

,゛

一

W
ノ
し
六
j

ノ
一
ゞ
'
<
1
4

一

十

'

゛J
J
 
J
J

皇

气
、
、
ー

ι
 
1
¥

テ
。
ハ
ー
ト
の
特
選
品
に
は
な
っ
た
も
の
の
、

ど
の
問
屋
や
小
売
店
で
も
売
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
販
路
拡
張
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
橋
の
人

形
町
に
、
安
藤
井
筒
堂
と
い
う
店
が
あ
り
、
そ

こ
へ
は
何
度
も
通
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
店
頭

に
老
人
が
出
て
来
て
、
私
に
こ
う
言
い
ま
し

九
。
「
品
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
貴
女
兵

荏
十
分
買
う
価
値
が
あ
り
ま
す
。
私
も
昔

は
、
ニ
ギ
リ
メ
、
ソ
と
ワ
ラ
ジ
を
下
げ
、
一
反
ブ

ロ
シ
キ
を
背
負
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
東
京
市

内
を
歩
き
回
っ
た
も
の
で
す
。
私
と
同
じ
覚
悟

が
あ
り
ま
す
か
。
」
と
。
私
は
こ
の
時
ど
ん
な

に
心
強
く
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
女
が
外

で
仕
事
を
す
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
好
ま

し
く
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で

す
。
こ
の
人
が
、
安
藤
井
筒
堂
の
初
代
の
主
人

安
藤
福
太
郎
さ
ん
で
す
。

安
藤
さ
ん
の
紹
介
で
、
初
め
て
問
屋
さ
ん
に

取
引
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
よ
う
や
く
有

名
店
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
え

て
み
る
と
、
研
究
を
始
め
て
か
ら
十
年
た
っ
て

い
ま
し
た
。
東
京
か
ら
大
阪
へ
、
大
阪
か
ら
中

国
・
四
国
・
九
州
と
汰
々
と
紹
介
し
て
頂
き
、

昼
は
仕
事
、
夜
は
夜
行
列
車
を
乗
り
継
い
で
、

東
京
1
大
阪
1
広
島
'
本
1
鹿
児
島
1
福
岡

1
岡
山
1
名
古
屋
1
東
京
と
い
う
コ
ー
ス
を
よ

く
ま
わ
り
ま
し
た
。

地
方
で
は
、
ま
だ
洋
装
は
珍
ら
し
く
、
そ
れ

に
女
が
商
売
し
て
歩
く
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な

か
っ
元
の
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
船
客
と
間
違
え

一

随筆
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4時問以上

~4時間30分

平均勤務時間
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~8時問30分

7時間

8時間30分グ
~9時問00分

平均勤務時間

5時40問分
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ら
れ
、
当
惑
し
た
事
も
度
々
で
し
た
。

◇
一
良
い
商
品
一
◇

私
が
事
業
を
始
め
た
頃
は
、
只
「
も
う
け
よ

う
」
と
い
う
だ
け
で
は
だ
め
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
自
分
の
仕
事
と
製
品
に
信
念
と
自
信

を
も
ち
、
そ
れ
鴛
意
と
な
り
仕
事
に
生
甲
斐

を
も
ち
?
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
前

は
、
女
の
経
営
者
と
い
え
ぱ
、
主
人
に
先
立
た

れ
や
力
な
く
仕
事
を
継
い
だ
、
と
い
う
人
が
多

く
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
釜
業
を
始
め
よ
う
と

い
う
人
は
。
異
端
尹
に
み
ら
れ
る
時
代
で
し

た
。
社
長
が
女
だ
と
会
社
の
信
用
に
か
か
わ
る

な
ど
と
い
う
人
も
あ
り
、
ま
し
て
や
、
婦
人
経

営
者
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
女
性
が
職
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
、
自
分
で
事
業
を
始
め
る
人
も
ふ

え
て
き
ま
し
た
。
大
変
結
構
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
仕
亊
の
実
権
を
握
っ

て
い
た
と
し
て
も
男
よ
り
偉
く
な
っ
た
と
思
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
あ
ま

え
た
り
、
著
る
よ
う
な
気
持
が
あ
っ
た
ら
、
必

ず
仕
事
の
面
に
表
わ
れ
て
き
ま
す
。
,
女
性
上

位
、
な
ど
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
危
険
で
す
。

§
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
て
こ
そ
、
真
の
女
性

経
営
者
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

最
近
、
物
価
高
や
食
品
公
害
な
ど
の
影
響

で
、
消
費
者
の
方
も
賢
明
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
以
前
の
よ
う
に
「
高
い
ほ
の
ほ
ど
良
い
」

と
い
う
風
潮
は
次
第
に
な
く
な
り
つ
つ
ぁ
り
ま

す
。
こ
れ
は
大
変
良
い
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

消
費
者
の
方
は
、
ほ
ん
と
ぅ
の
自
分
の
生
活
を

考
え
「
安
い
も
の
で
も
良
い
も
の
が
あ
る
」
と

い
う
信
念
で
行
動
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
あ
る
商
品
を
宣
伝
し
よ

う
と
す
る
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
ス
ペ
ー
ス

の
小
ノ
な
い
ほ
ど
割
高
に
、
ス
.
ヘ
】
ス
の
大
き
い

ほ
ど
割
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
ど
ん

な
商
品
で
も
、
資
本
力
が
あ
れ
ぱ
い
く
ら
で
も

宜
伝
が
で
ミ
い
わ
ゆ
る
「
有
名
品
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
米
国
で
は
、

「
血
只
重
な
ス
.
ヘ
ー
ス
を
さ
く
」
と
い
う
思
想
か

ら
、
日
本
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

良
い
商
口
叩
か
{
女
く
宣
伝
で
き
る
。
と
い
う
こ
と

こ
そ
経
営
者
に
と
っ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て

も
、
十
具
に
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う

人
の
使

)
0

力

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
を
ビ
ニ
】
ロ
ク
ラ
、
ソ

1
組
織
と
い
う
名
で
呼
び
、
こ
れ
が
官
公
庁
を

は
じ
め
、
会
社
な
ど
の
組
織
形
態
の
中
心
を
な

し
て
い
る
と
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
ピ
ユ
ー
戸
ク
ラ
、
ソ
ー
組
織
(
ハ
ー
ド
な
組

織
)
が
い
ま
や
廃
物
の
鉄
筋
ビ
ル
の
よ
う
に
無

用
の
長
物
ど
こ
ろ
か
、
社
会
発
展
の
障
害
物
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
な
社
会
ソ
フ
ト
な
組
織
の
必
要
性

が
最
張
心
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
そ

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
な
組
織
と
い
う

と
女
子
従
業
員
を
多
く
使
う
よ
う
な
組
織
だ
ろ

う
と
か
、
ま
た
、
女
性
上
位
で
女
が
や
さ
し

ミ
や
わ
ら
か
さ
を
失
っ
て
ギ
ス
ギ
ス
し
て
き

た
か
ら
、
特
性
を
女
ら
し
く
振
舞
わ
せ
る
よ
う

に
教
育
し
て
柔
か
い
ム
ー
ド
の
あ
る
組
織
作
り

を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
な
ど
と
珍
説
を
持
っ
て
い

る
人
が
い
る
よ
う
だ
が
、
い
ま
さ
わ
が
れ
て
い

、L

る
ソ
フ
ト
な
組
織
と
か
、
ソ
フ
ト
な
社
会
と
い

う
の
は
、
こ
の
ビ
ユ
ー
戸
ク
ラ
シ
ー
中
心
の
組

織
や
社
会
が
、
現
代
の
激
し
い
変
化
に
耐
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
な
柔
軟
な
組
織
や
社
会
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ど
ぅ
し
て
こ
の
ビ
ユ
ー
ロ
ク
ラ
シ
ー
組
織
、
か

時
代
遅
れ
の
組
織
と
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ

と
を
こ
の
ビ
ニ
ー
戸
ク
ラ
シ
ー
組
織
と
い
う
の

は
秩
序
を
保
ち
能
率
よ
く
目
標
を
逹
成
し
て
い

明
治
三
十
年
四
月
十
六
貝
長
崎
に
生
ま

る
。
大
正
三
年
三
月
東
京
・
聖
和
女
学
園

を
柔
・
同
十
年
四
月
合
資
会
社
「
藤
村

一
警
」
を
創
設
、
さ
ら
に
二
十
八
年
二

月
株
式
会
社
「
へ
チ
マ
ー
ソ
」
の
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
、
四
十
四
年
七
月
全

国
商
工
会
議
所
婦
人
会
連
合
会
の
初
代
会

長
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

方

組
織

ド
1

筆
者
略
歴

ソ
フ
ト
組
織

く
の
に
は
向
い
た
組
織
形
態
と
し
て
広
く
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
組
織

が
能
率
よ
く
運
営
さ
れ
る
の
は
、
ル
ー
チ
ソ
な

仕
事
が
多
い
場
合
で
、
高
度
の
専
門
的
知
識
を

結
び
合
わ
せ
る
必
要
の
あ
る
仕
事
、
創
造
性
を

要
求
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
、
非
定
型
的
な
作
業

の
多
い
場
合
に
は
適
し
て
い
な
い
組
織
な
の
で

あ
る
。ま

た
こ
の
組
織
は
、
個
人
の
能
力
の
一
面
に

し
か
タ
ッ
チ
し
得
な
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

個
人
の
欲
望
と
組
織
の
目
標
と
を
う
ま
く
統
合

さ
せ
る
こ
と
が
難
か
し
い
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。

で
は
こ
の
ハ
ー
ド
な
ビ
ユ
ー
戸
ク
ラ
、
ゾ
ー
組

織
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
か
と

い
う
と
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
中
心
に
し
、
そ

れ
を
能
率
よ
く
達
成
す
る
と
と
も
に
、
人
問
の

観
念
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
組
織
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
の
で
、
そ
う
し
た
組
織
を
ソ
フ
ト

な
組
織
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
プ
ロ
ジ
エ
ク

チ
】
ム
と
か
テ
ソ
末
ラ
リ
ー
・
チ
ー
ム
な

ト
.

ど
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
だ
け
で
な
く
、
今
後
種
々
の
も
の
が
考
え

ら
れ
作
ら
れ
て
い
く
と
思
う
。

(
商
工
組
合
中
央
金
庫
本
店
経
営
相
談
所
・
内

田
知
二
)

■
経
営
評
論

の
び
る
中
小
企
業
と

;
 
J

宅
ン
一

●
ワ
ン
マ
ン
経
営
に
も
人
の
和
を

中
小
企
業
は
ほ
と
ん
ど
が
所
有
者
経
営
で
あ

り
、
同
族
経
営
で
あ
る
。
従
っ
て
中
小
企
業
の

経
営
で
は
、
経
営
者
の
影
響
力
が
き
わ
め
て
大 同

族
経
営

東
海
銀
行
経
営
相
1
問
山
本
菊
夫

ワ
ソ
マ
ソ
的
に
す
べ
て
の
仕
事
が
決
定
さ
れ

て
い
く
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
社
長
の
性
格
が

強
く
企
業
に
反
映
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ワ

ソ
マ
ソ
的
経
営
を
あ
や
ま
る
と
、
従
業
員
と
の

間
に
険
悪
な
空
気
が
発
生
し
、
労
使
関
係
な
ど

一
度
こ
じ
れ
だ
す
と
泥
沼
争
議
に
ま
で
発
展
す

る
こ
と
が
多
い
。
最
悪
の
場
合
、
経
営
の
実
態

を
無
視
し
た
不
健
全
な
労
働
争
議
の
た
め
倒
産

し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
し
、
船
そ
ら
く
今
後
も
、

こ
う
し
九
ケ
ー
ス
は
後
を
絶
た
な
い
で
あ
ろ

う
。
労
使
関
係
の
悪
化
の
原
因
が
、
す
べ
て
ワ

ソ
マ
ソ
経
営
に
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、

ワ
ガ
ニ
経
営
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は

違
い
な
い
。
技
術
・
資
本
・
設
備
な
ど
の
面
で

一
歩
遅
れ
て
い
る
同
族
企
業
と
し
て
は
、
大
企

き
い

業
に
対
抗
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
従
業
員
と
の

間
で
暖
か
い
態
度
で
接
し
て
ゆ
く
以
外
に
方
法

ま
よ
、
。

換
言
す
れ
ぱ
、
人
の
能
力
の
効
果
的
な
利
用

と
人
の
和
こ
れ
こ
そ
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
企

業
の
特
徴
を
生
か
し
て
大
企
業
に
対
抗
す
る
、

唯
一
の
最
大
の
武
器
で
あ
る
。
こ
の
マ
ネ
ジ
メ

ソ
ト
武
器
を
上
手
に
使
う
の
が
経
営
者
の
仕
事

で
は
な
か
ろ
う
か
。

●
経
営
者
に
人
間
味
を

①

経
営
者
は
、
九
だ
机
上
の
理
想
論
だ
け

を
絶
叫
し
て
い
て
も
失
格
で
あ
る
。
部
下
に
対

し
て
会
社
の
進
路
を
明
確
に
指
示
せ
ず
、
少
し

の
ミ
ス
で
も
ど
な
り
つ
け
た
り
、
場
当
た
り
的

な
指
示
を
し
て
い
た
の
で
は
部
下
は
つ
い
て
こ

な
い
。)2

 
人
を
説
得
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ

(
と
で
あ
る
。
経
営
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の

人
を
雇
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
相
応
の
多

様
な
説
得
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

し
か
、
迫
力
あ
る
説
得
力
が
要
求
さ
れ
て
く

る
。
要
す
る
に
経
営
者
は
、
金
融
機
閃
得
意

先
、
取
り
引
き
先
を
絶
え
ず
密
し
て
ゆ
か
ね

は
な
ら
な
い
。
極
言
t
れ
ぱ
、
経
営
者
は
説
得

業
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
説
得
と
は
い
っ
た
い
ど
ぅ
こ
と
か
、

再
検
討
し
て
み
た
い
。
説
得
と
説
明
と
は
違

う
。
説
明
は
、
相
手
に
こ
ち
ら
の
一
言
う
こ
と
を

理
解
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
説
得
と
な
る
と

そ
れ
で
は
い
け
な
い
。
相
手
を
こ
ち
ら
の
意
の

ま
ま
に
行
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

経
営
者
は
確
固
た
る
自
信
を
持
っ
て
、
従
業
員

の
個
性
と
人
間
性
を
尊
重
し
な
が
ら
対
話
を
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

③

経
営
老
は
、
部
下
の
創
意
と
く
ふ
う
を

絶
え
ず
導
き
出
す
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
自
分
で
仕
事
の
全
部
を
や
っ
た
り
、

全
部
を
教
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
部
下
が

自
分
か
ら
自
発
的
に
自
分
の
判
断
力
と
洞
察
力

で
仕
事
を
す
る
よ
う
な
動
機
づ
く
り
の
名
人
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

)仏
セ
】
ル
ス
マ
ソ
に
限
ら
ず
、
従
業
員
に

と
っ
て
ス
ラ
ソ
プ
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
負
け
て
は
な
ら
な
い
。
経
営
者
は
部
下
の

ス
ラ
ソ
プ
を
よ
く
観
察
し
て
そ
の
原
因
を
分
析

し
て
克
服
す
る
よ
う
に
援
助
す
べ
き
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
す
ぐ
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
は
独
力

で
ス
ラ
ソ
プ
を
克
服
す
る
が
、
し
か
し
上
司
の

指
導
よ
ろ
し
き
を
得
て
、
立
派
な
セ
ー
ル
ス
マ

ソ
に
な
っ
た
人
も
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

ス
ラ
ソ
プ
に
陥
っ
た
原
因
を
検
討
し
て
み
ょ

う
0①

自
分
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
、
病
気
の
た

め
ス
ラ
ソ
プ
に
な
っ
た
と
い
う
人
は
、
本
当

に
体
に
故
障
が
あ
る
と
い
う
場
合
よ
り
、
自

分
の
仕
事
に
打
ち
込
め
ず
、
自
分
で
病
気
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
人
が
多
い
。
気
力
不
足

が
原
因
で
、
な
ん
と
な
く
病
気
を
理
由
に
現

実
か
ら
逃
避
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

②
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
(
も
め
ご
と
)
に
ょ

る
ス
ラ
ソ
プ
、
こ
れ
も
案
外
に
多
い
。
家
庭

と
仕
事
と
は
分
離
す
、
ぺ
き
だ
と
い
っ
て
、

そ
う
簡
単
に
い
く
も
の
で
は
な
い
。
悩
み
ご

と
は
遠
慮
な
く
上
司
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
手
遅
れ
は
禁
物
で
あ
る
。

③
会
社
の
上
司
や
同
僚
に
対
t
る
不
平
不
満

で
ス
ラ
ソ
プ
に
な
る
場
合
、
本
人
に
開
い
て

み
る
と
案
外
さ
さ
い
な
こ
と
、
例
え
ば
経
営

者
が
仕
事
上
で
不
公
平
な
態
度
を
示
し
た
と

か
、
上
司
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
口
論
し
て

気
ま
ず
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
と
き
本
人
獄
り

こ
ん
で
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
傷
を
深
く
し
て

し
ま
う
。
直
接
経
営
者
や
同
僚
と
ハ
ラ
を
割

つ
て
話
せ
ぱ
、
よ
い
解
決
策
は
発
見
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

④
個
人
的
な
煩
悶
を
抱
え
て
い
て
ス
ラ
ソ
プ

に
な
る
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
上

司
と
話
し
合
う
こ
と
に
ょ
っ
て
気
持
も
す
っ

き
り
す
る
。
要
は
相
談
相
手
に
値
す
る
経
営

者
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

⑤
最
後
は
セ
ー
ル
ス
に
関
す
る
知
識
・
技
術

16

0

ノ＼

い

17

ノー"、、

',."、

ノ'、

ノ"、



力
の
不
足
の
た
め
ス
ラ
ソ
ブ
に
陥
っ
た
と
き

で
あ
る
。
こ
れ
は
少
し
も
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
。
と
い
う
こ
と
は
セ
】
ル
ス
マ
ソ
に
卒

業
な
し
、
と
い
う
名
貫
が
あ
る
よ
う
に
、
セ

ー
ル
ス
マ
ソ
に
は
絶
え
ざ
る
研
究
努
力
が
つ

き
も
の
、
そ
し
て
日
々
の
研
さ
ん
の
結
晶
が

よ
い
結
果
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
経
営
者

は
部
下
が
こ
れ
に
向
っ
て
力
強
く
挑
戦
す
る

姿
勢
を
作
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

●
人
材
目
録
を
作
ろ
う

原
材
料
と
製
品
の
り
ス
ト
を
作
っ
て
船
く
こ

と
は
、
よ
い
経
営
を
す
る
に
は
、
是
非
と
も
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
幹
部
の
人
材

が
現
在
ど
れ
だ
け
必
要
な
の
か
、
今
後
さ
ら
に

ど
ん
な
幹
部
が
経
営
に
と
っ
て
大
事
な
の
か
と

い
う
り
ス
ト
に
な
る
と
多
く
の
同
族
会
社
で

は
、
こ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
り
ス
ト
が

な
け
れ
ば
現
在
、
経
営
は
ど
ん
な
種
類
の
人
物

を
ど
れ
緑
ど
自
社
は
保
有
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
が
い
つ
ま
で
統
く
の
か
、
企
業
が
成
長
t
る

に
つ
れ
て
も
っ
と
必
要
な
人
は
ど
ぅ
か
、
と
い

う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
常

に
念
頭
に
船
か
ね
ば
幹
部
育
成
の
ブ
ラ
ソ
は
具

体
的
に
は
推
進
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
有

の
人
材
の
り
ス
ト
が
わ
か
っ
て
い
れ
ぱ
、
経
営

者
の
考
え
方
、
現
実
を
ふ
ま
え
た
も
の
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
も
し
、
経
営
者
が
現
状
を
把

握
せ
ず
人
材
投
資
の
必
要
性
を
見
過
し
て
い

て
、
幹
部
の
育
成
裂
が
遅
れ
た
と
す
れ
ぱ
、

そ
れ
は
経
営
者
の
最
大
の
ミ
ス
と
な
ろ
う
。
あ

る
会
社
で
は
人
材
目
録
を
作
っ
て
い
る
。
ま
九

あ
る
会
社
で
は
、
実
際
の
バ
ラ
γ
ス
の
他
に
人

材
に
つ
い
て
の
バ
ラ
ソ
ス
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
人
材
目
録
が
あ
っ
て
こ

そ
、
手
持
ち
の
人
材
を
よ
く
分
析
調
査
し
、
そ

の
配
置
異
動
・
昇
進
・
後
任
補
充
の
問
題
に

、
ブ
ソ
バ
ラ
ソ
ス
、
か
発
生
し
な
い
よ
う
に
将

来
へ
の
布
石
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

●
マ
イ
ホ
ー
ム
型
に
注
意
を

特
に
同
族
中
小
企
業
経
営
に
ょ
く
あ
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
が
、
消
極
的
で
創
造
性
の
無
い
人
を

案
外
経
営
者
は
好
む
傾
向
が
み
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
型
の
多
く
は
マ
イ
ホ
ー
ム
型
の
部
下
で
あ

る
。
事
な
か
れ
主
義
で
あ
る
か
ら
上
司
と
し
て

は
気
楽
で
あ
る
が
、
経
営
者
が
号
令
を
か
け
て

も
行
動
は
消
極
的
で
創
造
性
は
全
く
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
型
の
部
下
は
日
常
の
生
き
が
い
や
楽

し
み
を
、
会
社
の
仕
事
よ
り
も
自
己
中
心
主
義

の
中
に
見
い
出
し
て
し
ま
う
。
趣
味
と
か
、
友

人
と
か
、
異
性
と
か
、
車
と
か
、
家
な
ど
が
対

象
に
な
っ
て
会
社
の
仕
事
は
そ
の
た
め
の
手
段

に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
仕
事
に
は

祭
入
ら
ず
、
目
立
っ
た
活
動
は
し
な
い
。
穏

健
で
上
役
と
も
よ
く
つ
き
合
う
、
一
見
肌
ざ
わ

り
の
よ
い
人
間
の
よ
う
に
見
え
る
が
毒
に
も
薬

に
も
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。
案
外
こ
ん
な
型

'
の
幹
部
か
羽
振
り
を
き
か
せ
て
い
る
し
、
経
営

者
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
こ
ん
な
タ
イ

フ
に
取
り
囲
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
同
族

経
営
の
重
役
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ

フ
の
人
が
き
っ
と
何
人
か
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
う
ち
の
重
役
の
何
人
か
は
、
そ
の
地
位
に
い

る
と
い
う
だ
け
で
、
や
た
ら
と
権
威
ぶ
り
威
張

ら
れ
る
が
、
経
営
感
覚
は
極
め
て
古
い
。
専
門

書
も
読
ま
な
い
し
、
社
会
が
変
化
し
仕
事
が
専

門
化
し
つ
つ
ぁ
る
こ
と
も
ご
存
知
な
い
。
こ
れ

で
果
し
て
経
営
の
革
新
に
つ
い
て
い
け
る
で
あ

ろ
う
か
」
と
蔭
で
盛
ん
に
従
業
員
に
批
判
さ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
状
態
で
満
足
t
ぺ
き
陣
頭
指

揮
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
心
し
.
て
船
き
た
い

事
柄
で
あ
る
。

②
二
0
0
門
三
0
0
円
の
掛
金
は
溌
止
に

な
り
ま
す
の
で
、
十
一
月
三
十
日
以
前
に
こ
の

掛
金
で
お
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
と
、
十
二
月

一
日
以
降
、
そ
の
契
約
を
継
続
す
る
に
し
て
も

(
い
ず
れ
認
定
手
統
が
必
要
で
す
、
)
四
0
0

円
以
上
の
掛
金
に
増
額
し
て
継
統
す
る
に
し
て

も
、
そ
れ
に
伴
な
う
手
統
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
い
ま
す
ぐ
加
入
す
る
場
合
で
も
四
0
0
円

以
上
の
掛
金
で
お
申
し
込
み
を
す
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

◎
国
庫
補
助
金
の
増
額

本
制
度
で
は
、
掛
金
納
付
月
数
が
三
十
六
か

月
以
上
で
あ
れ
ぱ
、
一
定
の
国
庫
補
助
金
を
含

む
退
職
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

に
ょ
り
こ
の
国
庫
補
助
額
が
、
加
入
時
よ
り
掛

金
月
額
が
四
0
0
円
以
上
の
場
貪
現
行
の
約

二
倍
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

①
こ
の
増
額
は
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
加
入
老
に
つ
い
て

も
、
十
二
月
一
日
以
降
の
退
職
者
に
は
掛
金
納

付
月
数
が
三
十
六
か
月
以
上
で
あ
れ
ぱ
、
す
べ

て
増
額
さ
れ
た
国
庫
補
助
金
の
つ
い
た
退
職
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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過
去
に
二
0
0
門
、
三
0
0
円
の
掛
金
を

掛
け
て
い
た
期
間
の
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
庫
補
助
金
は
大
体
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
二
0
0
円
を
掛
け
て
い
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
従
来
の
国
庫
補
助
額
(
新

国
庫
補
助
金
の
%
)
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

三
0
0
円
を
掛
け
て
い
た
期
間
に
つ
い
て

峡
原
則
と
し
て
従
来
の
国
庫
補
助
額
の
%

(
新
国
庫
補
助
金
の
%
)
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
同
族
経
営

経
営
者
に
「
経
営
者
」
と
は
と
質
問
す
る
と

最
高
責
任
者
一
国
一
城
の
主
、
船
長
孤

独
な
存
在
、
忍
の
工
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
答
え

が
か
え
っ
て
く
る
。
業
頴
向
上
に
、
地
域
社
会

の
た
め
に
、
従
業
員
の
教
育
に
大
き
な
使
命
を

に
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
同
族
経
営
者
の
直
面

t
る
共
通
的
な
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た

な
わ
ち
、
自
分
と
は
毛
色
の
変
わ
っ
た
知
識

経
験
を
も
ウ
て
い
る
人
材
を
経
営
陣
に
入

れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
生
業
か
ら
企
業
へ
。
同
族
会
社
で
は
、
土

地
・
建
物
な
ど
が
経
営
老
の
個
人
所
有
と
な

つ
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
う
し
た
場
合
、
地

代
家
賃
な
ど
は
ど
ぅ
せ
自
分
の
会
社
に
貸
す

の
だ
か
ら
、
安
く
て
も
一
局
く
て
も
い
っ
こ
う

か
ま
わ
な
い
、
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
案
外
多

い
よ
う
で
あ
る
。
不
当
に
高
け
れ
ぱ
税
務
上

問
題
も
生
じ
る
か
、
さ
り
と
て
あ
ま
り
{
女
く

て
も
よ
く
な
い
。
低
す
ぎ
る
と
計
算
上
の
黒

字
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
企
業
努
力
を
怠
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

に
生
業
か
ら
企
業
へ
の
問
題
が
生
じ
て
く

る
。
つ
ま
り
、
ど
ぅ
に
か
一
家
が
食
べ
て
ゆ

け
れ
ぱ
そ
れ
で
ょ
い
と
い
う
の
か
生
業
で
、

企
業
と
い
う
の
は
地
代
家
賃
に
か
ぎ
ら
ず
、

す
べ
て
に
対
し
て
適
正
な
市
場
価
格
で
"

し
て
も
や
っ
て
ゆ
け
る
も
の
を
い
う
の
で
あ

る
。

③
か
た
よ
っ
た
管
理
を
避
け
よ
う
。
人
問
は

電
も
自
分
の
急
な
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ

九
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
技
術
屋
は
技
術
中

心
と
な
り
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
経
営
は
技
術

だ
け
で
は
な
い
。
人
・
物
・
金
の
バ
ラ
ソ
ス

を
う
ま
く
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
経
営
の
要
諦

で
あ
る
。
同
族
経
営
で
は
規
模
も
大
企
業
も

異
な
っ
て
小
で
あ
る
し
、
複
雑
な
組
織
も
な

い
は
ず
で
、
ど
ぅ
し
て
こ
れ
が
で
き
な
い
か

不
思
議
で
あ
る
。
こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

P

自
我
を
捨
て
魯
と
い
う
高
所
か
ら
も
の
を

見
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

④
二
世
教
育
と
タ
イ
ミ
ソ
グ
よ
い
経
営
の
バ

ト
ソ
タ
ツ
チ
。
よ
く
企
業
が
中
規
模
ま
で
発

展
し
た
と
こ
ろ
が
一
番
や
り
に
く
い
ピ
ソ
チ

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
段
階
を
う
ま
く

切
り
抜
け
れ
ぱ
大
企
業
に
な
る
見
込
み
も
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
族
経
営
の
初
代

経
営
老
は
有
能
な
ワ
ソ
ぐ
ソ
が
多
い
が
、
企

美
ピ
ソ
チ
の
規
模
に
発
展
し
た
こ
ろ
は
大

体
い
い
年
に
な
り
、
さ
す
が
の
ワ
ソ
マ
ソ
も

全
体
に
目
を
光
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
よ
い

あ
と
継
ぎ
が
欲
し
く
な
る
。
ワ
ソ
ヤ
ソ
の
第

二
世
は
若
い
う
ち
か
ら
企
業
に
入
れ
く
ぉ
い

て
、
あ
と
が
ま
に
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
今

日
の
よ
う
に
革
新
が
激
し
く
経
営
管
理
の
む

ず
か
し
い
時
代
に
は
ど
ぅ
か
と
思
わ
れ
る
点

も
あ
る
。
む
し
ろ
ワ
ソ
マ
ソ
の
健
在
な
う
ち

に
二
世
は
他
の
工
場
と
か
研
究
所
に
入
れ
て

邪
き
幅
広
い
新
し
い
勉
強
を
さ
せ
な
が
ら
、

ト
ソ
タ
ツ
チ
の
危
機
に
曾
る
く
ふ
う
を

゛
、ノこ

ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
誤
っ
た
数
字
は
恐
ろ
し
い
1
情
報
を
適

確
に
早
く
。
企
業
の
失
敗
の
原
因
が
わ
か
っ

た
と
き
は
、
、
う
手
遅
れ
と
い
う
ケ
ー
ス
が

同
族
経
営
に
多
い
。
同
族
会
社
が
自
分
の
も

つ
弱
点
に
早
く
気
が
つ
け
ぱ
よ
い
が
、
企
業

が
傷
に
推
移
す
る
と
、
つ
い
自
己
過
信
に

陥
り
や
す
い
。
特
に
同
族
経
営
老
は
経
験
に

依
存
し
て
い
る
度
合
い
が
大
き
く
、
計
数
を

や
や
、
す
る
と
軽
視
し
が
ち
で
あ
る
。
誤
っ

、
0

L①
経
営
陣
に
女
房
役
を
入
れ
て
お
く
。
技
術

あ
が
り
の
経
営
実
権
者
は
技
術
者
を
、
セ
ー

ル
ス
あ
が
り
の
経
営
実
権
者
は
セ
ー
ル
ス
マ

ソ
を
重
役
に
し
た
が
る
よ
う
に
、
同
族
企
業

で
は
と
か
く
経
営
者
が
自
己
と
同
種
分
野
の

経
歴
者
を
重
視
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。

経
営
は
、
生
産
・
販
売
・
技
術
・
労
務

経
理
な
ど
各
種
分
野
の
総
合
機
能
に
ょ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経
営
者
は
自

分
の
も
つ
最
も
弱
い
分
野
に
明
る
い
人
、
す

ι
y
f
.

た
数
字
、
不
正
確
な
数
字
で
企
業
の
将
来
を

見
誤
ら
ぬ
よ
う
、
数
に
強
く
な
り
た
い
。

⑥
同
族
の
意
見
の
衝
突
を
極
力
防
止
す
る
。

同
族
経
営
破
綻
の
原
因
に
、
親
と
子
、
兄
弟

親
族
間
の
意
見
相
違
に
ょ
っ
て
お
こ
る
も
の

が
意
外
と
多
い
。
さ
ら
に
財
産
上
の
こ
と
が

絡
ん
で
く
る
と
事
は
面
倒
と
な
る
。
ひ
ど
い

時
に
な
る
と
、
従
業
員
の
前
で
醜
い
争
い
に

ぼ
で
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

厳
に
い
ま
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
毫
あ
る
。

以
上
お
、
な
点
を
い
く
つ
か
上
げ
て
み
た

今
後
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
は
、
同
族

、
ー
)
、
力経

営
か
ら
脱
皮
し
て
、
所
有
と
経
営
を
分
敵
し

徐
六
に
他
人
資
本
を
入
れ
、
投
資
育
成
会
社
の

対
象
と
な
り
、
第
二
部
市
場
上
場
を
め
ざ
す
の

も
一
っ
の
方
向
で
あ
り
、
ま
た
同
族
経
営
の
よ

い
点
を
残
し
て
所
有
と
経
営
を
一
体
化
さ
せ
た

ま
ま
、
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
の
も
中
小
企

業
の
進
む
べ
き
道
と
も
言
え
る
。
要
は
広
い
意

味
で
の
付
加
価
値
増
大
を
は
か
り
、
高
賃
金
を

達
成
し
、
そ
の
た
め
に
高
能
率
を
め
ざ
し
て
、

会
社
も
従
業
員
も
共
に
共
存
共
栄
し
て
い
く
と

こ
ろ
に
方
向
を
定
め
た
い
の
で
あ
る
。

(
東
海
銀
行
経
営
相
談
よ
り
転
載
)

0
 
0

0
 
0
0

、
ξ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
最
近
の
退
職
金
水
準
の
番
に

即
し
元
も
の
と
す
る
た
め
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
立
し
た
。
(
昭
和

四
十
五
年
五
月
一
日
公
布
)
そ
の
お
も
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
」

◎
死
亡
退
職
者
の
退
職
金
給
付
の
改
善

従
来
は
死
亡
退
職
の
場
合
で
、
一
般
の
退

職
の
場
合
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
た
と
え
ぱ
加
入
後
短
期
問
で
退
職
し
た
場

貪
退
職
金
が
掛
金
納
付
輪
を
下
回
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
ょ
り
、
払

金
納
付
月
数
が
十
二
か
打
以
上
で
あ
れ
ぱ
、
死

亡
退
職
の
場
合
の
退
職
金
は
最
低
で
も
掛
金
納

付
嶋
^
額
を
下
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な
り
ま

し
た「

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
る
、
の
」

◎
掛
金
月
額
の
幅
の
改
訂

掛
金
の
最
高
限
度
を
現
行
二
、
 
0
0
0
円
か
ら

四
 
0
0
0
円
に
、
最
低
額
を
現
行
の
二
0
0

円
か
ら
四
0
0
円
に
改
め
る
と
と
も
に
、
ニ
、

0
0
0
円
を
こ
え
る
掛
金
は
五
0
0
円
き
ざ
み

と
な
り
ま
す
。

窯
事
項

①
新
し
い
二
、
五
0
0
円
、
三
、
 
0
0
0

円
ご
二
、
五
0
0
円
、
四
 
0
0
0
円
の
掛
金

は
、
十
一
月
三
十
日
以
前
に
は
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
二
、
 
0
0
0
円
以

下
の
掛
金
で
加
入
し
、
十
二
月
一
日
以
降
二
、

五
0
0
円
以
上
の
掛
金
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
は

差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
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か
ね
て
提
出
中
の
特
許
法
実
用
新
案
法
の
改

正
案
は
去
る
五
月
十
三
日
第
六
三
回
特
別
国
会

を
通
過
し
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
公

布
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
改
正
に
は
付
則
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
十

二
月
末
日
ま
で
の
出
願
の
も
の
は
、
現
在
出
願

中
の
も
の
と
共
に
旧
法
に
ょ
っ
て
処
理
さ
れ

る
。
従
っ
て
新
法
に
ょ
る
公
開
公
報
は
、
四
十

六
年
一
月
一
日
か
ら
一
年
半
後
、
つ
ま
り
四
十

七
年
七
月
か
ら
公
開
さ
れ
ま
す
。
(
但
し
優
先

権
主
張
の
分
の
み
は
四
十
六
年
六
月
か
ら
)

な
船
同
改
正
法
に
は
付
帯
決
議
と
し
て
特
許

庁
の
密
査
、
宗
判
業
務
の
早
急
な
処
理
が
う
た

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
下
改
正
点
の
大
要
の
み
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

A
 
特
許
、
実
用
新
案
に
つ
い
て

一
、
出
願
の
早
期
公
開
制
度
の
採
用

従
来
の
よ
う
に
審
査
さ
れ
た
も
の
が
公

告
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
出
願
後
一
年
半

過
ぎ
れ
ぱ
特
別
な
も
の
を
除
き
公
開
公
報

と
し
て
特
許
は
明
細
書
図
面
の
全
部
を
、

実
用
新
案
は
菓
範
囲
と
図
面
の
み
が
公

開
さ
れ
ま
す
。

ニ
、
出
願
の
審
査
黎
制
度
の
採
用

出
願
の
日
か
ら
#
は
七
年
、
実
用
新

案
は
四
年
以
内
な
ら
ぱ
何
人
で
も
(
他
人

で
も
)
審
査
の
請
求
が
出
来
る
。
従
っ
て

特
許
庁
は
請
求
の
あ
っ
九
出
願
の
み
を
審

査
す
る
。
(
審
査
請
求
料
特
許
八
、
 
0
0

0
円
、
実
用
新
案
四
五
0
0
円
)
菓

の
な
か
っ
た
も
の
は
取
り
下
げ
と
み
な
さ

れ
公
知
と
な
る
。

三
、
審
査
前
置
制
度

特
妾
は
実
用
新
案
の
拒
絶
査
定
不
服

審
判
倫
求
が
あ
っ
た
場
貪
そ
の
請
求

築
権
不
当
利
得
、
返
還
菓
権
の
行

使
寵
め
る
。

五
先
願
の
範
囲
の
拡
大

公
開
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
出
願
の
願

書
に
最
初
に
浮
し
た
明
細
晝
又
は
図

面
に
、
記
載
さ
れ
た
発
明
又
は
考
案
は
す
べ

て
先
願
の
地
位
を
有
す
。

六
、
補
正
、
分
割
、
変
更
の
時
期
の
制
限

略

七
、
料
金
の
改
正

特
許
、
実
用
新
案
の
手
数
料
、
井
登

録
料
を
従
来
の
五
割
増
と
す
る
。

B
 
意
匠
、
商
標
に
つ
い
て

法
文
の
改
正
は
な
く
、
料
金
の
み
が
A
の

七
の
通
り
五
割
増
と
な
る
。

会

の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
願
書
に
添
付
し

た
明
細
書
又
は
図
面
の
補
正
が
あ
っ
た
と

き
は
審
判
の
前
に
そ
の
築
を
審
査
官
に

審
査
さ
せ
る
。

四
仮
俳
U
の
権
利
の
強
化

公
告
さ
れ
た
出
願
に
つ
い
て
、
出
願
公

告
の
と
き
か
ら
差
止
菓
権
、
損
害
賠
償

人
材
開
発
コ
ー
ナ
ー
速
報

当
所
で
は
、
現
下
の
求
人
将
に
か
ん
が

み
、
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
の
ご
協
賛
を
得
て

高
年
の
求
職
者
の
内
管
理
職
及
び
専
門

的
職
業
者
、
技
術
者
の
雇
用
促
進
を
は
か
る
人

材
開
発
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
八
月
一
日
現
在
の
求
職
者
は
次
の

通
り
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
本
コ
ー
ナ
ー
は
安
定
所
よ
り
提
供
を
受

け
た
求
職
者
り
ス
ト
を
常
に
当
所
に
備
え
つ
け

毎
月
三
回
更
新
致
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
向
き
は
左
記
一
覧
表
を
ご
覧
の
上
ご
来
所

下
さ
い
。

今
後
承
知
願
い
た
い
こ
と
は
、
本
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
出
願
は
す
べ
て
現
行
法
で
ょ
い

こ
と
、
従
っ
て
臨
金
も
現
行
法
で
ょ
く
、
四

中
小
企
業

、
.
.
.
.
.
.
.
.
、
.
.
.
.
.

十
六
年
一
月
以
降
に
か
か
る
特
許
料
、
登
録
料

の
前
納
も
ま
た
現
行
料
で
ょ
い
こ
と
で
す
。

.
、
、
J/

記
(
八
月
一
日
現
在
)

◇
男
子
の
部

電
気
保
全

1

守
衛

1

鍛
造
検
査

1

集
金

1

写
真
製
版

1

土
木
建
築
監
督
 
2

電
工

1

事
務
員

2

飲
食
店
支
配
人
 
1

運
転
手

1

用
務
員

1

営
業
管
理
職
 
1

寮
管
理

1

{
昌
業

1

管
理
職

1

調
理
士

1

労
働
条
件
の
向
上

生
活
の
安
定
を
図

家
内
労
働
法

4
 
、
 
J

:
ψ
一
:

.
^
^
・
:
'
明
.
'
、
、
.

.
■
:
'
:
.
'
:
.

.

.

.

.

.
'
.
.
.
.
.

ー
.
一
:

第
腸
国
会
で
成
立
し
た
標
記
家
内
労
働
法

は
、
工
賃
の
最
低
題
安
全
お
よ
び
衛
生
そ
の

他
家
内
労
働
者
に
関
す
る
必
要
奈
項
を
定
め

た
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

1

◇
女
子
の
部

経
理
謬

3

用
務
員

2

工
場
単
労

1

一
般
事
務

5

清
掃
婦

1

包
装
工

1

洋
服
マ
ト
メ

1

炊
事
婦

調
理

工
賃
お
よ
ぴ
最
低
工
賃

四
、①

工
賃
は
、
特
別
の
場
合
を
除
ミ
委
託

者
が
家
内
労
働
者
か
ら
委
託
し
た
物
品
を

受
領
し
て
か
ら
一
月
以
内
に
、
通
貨
で
そ

の
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
毎
月
一
定
期
日
を
工
需
切
日

と
し
て
定
め
る
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
一

月
以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。

三
三
三
=
一
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
婁
三
三
三
三
三
三
三
三
三

,
、

を
し
、
も
し
く
は
委
託
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止

し
、
ま
た
は
機
械
等
の
使
用
停
止
そ
の
他
必
要

な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

)

「
家
内
労
働
手
帳
お
よ
び
届
出

委
託
者
は
、
物
の
製
造
、
加
工
ま
た
は
販
売

等
を
委
託
す
る
と
き
は
、
家
内
労
働
老
に
家
内

労
働
手
帳
を
交
付
し
、
委
璽
務
の
内
容
、
エ

賃
単
価
工
賃
の
支
払
期
日
等
を
記
入
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
数
委
託
業

務
の
内
容
等
を
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
に
届

け
出
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

ニ
、
就
業
時
問

Ξ
、
委
託
の
打
切
り
予
告

六
ケ
月
を
こ
え
て
継
続
的
に
同
一
の
家
内
労

2
 
労
働
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
労
働
基
準

局
長
は
、
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
家
内
労
働
審
議
会
の
調
査
審
議
を
求

め
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
家
内
労
働

者
の
最
低
工
貨
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

、

つ
た

制
定
さ
る

六
、
家
内
労
働
に
関
す
る
審
議
機
鬨

①

労
働
省
に
中
央
家
内
労
勧
審
議
会
を
、

都
道
府
県
労
働
基
準
局
に
地
方
家
内
労
働

審
製
を
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
為
基
準
局
に

あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
・
署
灸
一

は
、
家
内
労
働
責
委
託
者
お
よ
び
公
益

を
代
表
す
る
委
員
各
同
数
を
も
っ
て
組
織

す
る
こ
と
。

(

02

電

五
安
全
お
よ
び
衛
生

委
託
老
ま
た
は
家
内
労
働
岩
は
、
物
品
等
の

製
造
に
関
し
、
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
安
全

お
よ
び
衛
生
に
関
す
る
必
要
な
措
置
瓢
じ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

こ
の
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
は
、
都
道
府

県
労
働
基
準
局
長
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
長

峡
委
託
ま
た
は
家
内
労
働
者
に
対
し
、
委
託

働
者
に
委
託
を
し
て
い
る
委
託
者
は
、
引
き
続

い
て
鴛
的
に
委
託
を
す
る
こ
と
を
打
ち
切
ろ

う
と
す
る
と
き
は
遅
"
く
、
そ
の
旨
を
当
該

家
内
為
老
に
予
告
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

)2
 
地
力
家
内
労
働
審
議
会
を
置
か
な
い
都

道
府
県
労
鼎
準
局
に
あ
っ
て
は
、
最
低

工
賃
に
関
す
る
事
項
峡
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
が
、
そ
の
他
の
事
碩
は
、
地
方
労

働
基
準
審
議
会
が
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
し

た
。

(
七
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら

六
ケ
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
規

定
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
九
。

(
5
 
・
 
M
、
昭
妬
法
第
釦
号
)

2

委
託
者
ま
た
は
家
内
労
働
者
は
、
周
辺

地
域
に
船
い
て
同
一
ま
た
は
類
似
の
業
務

に
従
事
す
る
労
働
者
の
通
常
の
労
働
時
間

を
こ
え
る
よ
う
な
委
託
を
し
、
ま
た
は
委

託
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
峡
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
議
会
の
意
見

を
き
い
て
、
家
内
労
働
者
が
業
務
に
従
事

す
る
時
問
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。

3
」

② ①

゛.

号火
、

所
ニ'
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お知らせ

特許法など改正案

国 を通過



=
会
員
消
息
一
=

★
新
入
会
員

商
業
小
売
部
会

◆
平
野
米
穀
店

平
野
実

奈
良
市
西
木
辻
八
軒
町
工

◆
学
文
社

勝
野
忠
枝

奈
良
市
西
木
辻
瓦
町
三
五
の
二

(
丸
和
ビ
ル
三
階
)

商
業
卸
部
会

◆
溝
口
商
店

溝
口
松
治

奈
良
市
北
半
田
西
町
三

◆
制
筒
井
商
店
奈
良
営
業
所
筒
井
昌
昭

奈
良
市
大
宮
町
四
丁
目
二
三
七

工
業
部
会

◆
楠
原
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
楠
原
美
喜
代

奈
良
市
法
蓮
町
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
内

◆
共
栄
社
油
脂
化
学
工
業
鵠
奈
良
工
場

片
岡
利
治

奈
良
市
西
九
条
町

理
財
部
会

◆
富
国
生
命
保
険
相
奈
良
支
社
奥
野
弘

奈
良
市
高
天
町
四
五
番
地

◆
東
邦
生
命
保
険
奈
良
支
社
西
垣
寿
直

奈
良
市
手
貝
町
五
一
番
地

建
設
部
会

◆
ト
リ
ス
ミ
建
材
鮒

貝
本
冨
之
輔

奈
良
市
今
市
町
西
垣
内
五
八
の
一

◆
矢
口
重
機
サ
ー
ビ
ス

矢
口
早
苗

奈
良
市
西
木
辻
町
七
0
の
一

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
云
朗
奈
良
支
店
内

★
町
名
変
更

◆
喫
一
余
ス
リ
ー
セ
ブ
ン

新
住
所
奈
良
市
三
条
本
町
-
1
九

旧
住
所
奈
良
市
東
横
枕
町

◆
三
笠
温
泉
土
地
暢

新
住
所
奈
良
市
南
京
終
町
-
ー
ニ
0

旧
住
所
奈
良
市
南
京
終
町
三
0

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

]
]
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
-
2

◆
大
和
冷
暖
房
工
業
鵠

新
住
所
奈
良
市
南
京
終
町
二
1
三
0

-
 
1
-

旧
住
所
奈
良
市
大
安
寺
町
三
0
-
ー

◆
北
村
時
計
店

新
住
所
奈
良
市
西
木
辻
町

旧
住
所
奈
良
市
三
条
東
町

◆
鵠
森
組

新
住
所
奈
良
市
油
阪
町
一
四

住
友
生
命
ビ
ル
六
階

旧
住
所
奈
良
市
今
小
路
町

◆
日
の
丸
交
通
樹

新
住
所
桜
井
市
三
輪
七
六
七
の
三

旧
住
所
桜
井
市
大
字
桜
井
五
六
0
の
三

◆
大
一
車
輔
腸

新
住
所
大
和
郡
山
市
番
匠
田
中
町
立
二

0
番
地

旧
住
所
奈
良
市
北
新
町
ご
毛
番
地

◆
鵠
精
泉
堂

新
住
所
奈
良
市
南
京
終
町
六
丁
且
六
0

四

旧
住
所
奈
良
市
法
蓮
佐
保
川
東
町

◆
中
野
水
道
工
業
所

新
住
所
生
駒
郡
生
駒
町
谷
田
八
0
八

旧
住
所
生
駒
郡
生
駒
町

◆
マ
ル
ゼ
ン
食
品
囿

新
住
所
奈
良
市
大
宮
町
二
丁
目
五
番
一

八
号

旧
住
所
奈
良
市
芝
辻
南
町

◆
腸
寿
日
殿

新
住
所
奈
良
市
法
蓮
町
北
畑
一
四
0
三

旧
住
所
奈
良
市
法
蓮
町
北
町

◆
西
田
綜
合
食
料
品
店

新
住
所
奈
良
市
西
大
寺
町
東
三
丁
目

旧
住
所
奈
良
市
西
大
寺
町
北
町

◆
全
洋
産
業
鵠

新
住
所
東
大
阪
市
御
厨
町
三
四

旧
住
所
奈
良
市
富
雄
元
町

1
2

2
2

◆
武
沢
運
送

新
住
所
奈
良
市
神
殿
町
一
四
四
の
一

旧
住
所
奈
良
市
東
包
永
町

◆
奈
良
東
芝
商
品
販
売
腸

新
住
所
奈
良
市
三
条
宮
前
町
二
1
六

旧
住
所
奈
良
市
三
条
町
四
四
1
-

★
社
名
変
更

◆
奈
良
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
鵠

旧
商
号
奈
良
才
ソ
"
ナ
ル
月
賦
販
売
鵠

◆
日
本
氷
業
囿
奈
良
販
売
所

旧
商
業
日
本
氷
業
奈
良
販
売
所

◆
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
鮒
近
畿
支
社
奈
良
支
店

旧
商
号
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
三
菱
腸

近
畿
支
社
奈
良
営
業
所

◆
鮒
上
杉
商
店

旧
商
号
囲
上
杉
商
店

◆
サ
ン
・
オ
リ
エ
ン
ト
化
学
鵠

旧
商
号
オ
リ
エ
ソ
ト
腰
工
業
鵠

◆
春
日
野
土
屋
兄
弟
愉

旧
商
号
士
屋
兄
弟
徇

◆
大
川
内
装
織
物
鵠

旧
商
号
大
川
織
布
側

◆
鵠
ま
る
み
や

旧
商
号
ま
る
み
や
粧
業
鵠

◆
側
日
本
旅
行
奈
良
駅
前
営
業
所

旧
商
号
日
本
旅
行
会

★
代
表
者
名
変
更

◆
日
本
生
命
保
険
相
奈
良
支
社

新
代
表
者
三
宅
周
二

旧
代
表
者
岡
本
政
信

◆
協
和
銀
行
奈
良
支
店

新
代
表
者
横
手
幸
助

旧
代
表
者
宮
本
隆
司

◆
住
友
銀
行
奈
良
支
店

新
代
表
者
徳
武
英
司

旧
代
表
者
糸
谷
精
己

◆
鵠
土
音新代

衷
者
吉
田
慶
治

旧
代
表
者
吉
田
芳
松

◆
菱
中
工
業
暢

新
代
表
者
光
藤
貢

旧
代
表
者
春
木
崇

◆
旭
製
粉
鵠

新
代
表
老
西
田
治

旧
代
表
者
西
田
定
治
郎

◆
日
本
氷
業
囿
奈
良
販
売
所

新
代
表
者
榧
木
義
治

旧
代
表
老
榧
木
要
次
郎

◆
鵠
ま
る
み
や

新
代
表
者
森
一
夫

旧
代
表
老
森
好
美

◆
ニ
シ
キ
醤
油
周

新
代
表
者
大
方
保

旧
代
表
者
大
方
新
太
郎

◆
奈
良
東
芝
商
品
販
売
側

新
代
表
者
宇
野
幸
蔵

旧
代
表
者
宇
野
順
一

★
電
話
番
号
変
更

◆
大
一
雷
化
社
奈
良
店

新
番
号
二
四
1
四
四
四
四
t
五

旧
番
号
二
四
1
二
三
0
-

◆
日
本
勧
業
銀
行
奈
良
支
店

新
番
号
二
四
1
三
二
 
t
七

旧
番
号
ニ
ニ
ー
四
九
五
一

◆
中
野
水
道
工
業
所

新
番
号
生
駒
三
ー
ニ
ハ
五
七

旧
番
号
生
駒
三
西
四

◆
全
洋
産
業
俤

新
番
号
大
阪
七
ハ
ハ
ー
四
五
一
七

旧
番
号
四
五
1
七
一
三
八

◆
鵠
東
口
電
機
製
作
所

新
番
号
四
四
1
六
一
六
一

旧
番
号
四
五
6
三
0

①
視
聴
覚
の
お
す
す
め

経
営
の
改
善
向
上
に
ー
・
・
・
晴
報
化
時
代
の
経

営
は
常
に
新
し
い
知
撃
吸
収
し
、
新
し
い
経

営
政
策
と
、
そ
の
手
法
を
習
得
し
、
激
動
の
時

代
に
対
処
L
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
視
聴
覚
一
体
の
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
経

営
研
究
が
最
、
適
切
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま

す
。従

業
員
の
教
育
製
に
・
・
・
・
・
・
現
在
は
小
ノ
数
精

鋭
主
義
の
時
代
で
す
。
従
業
員
の
能
力
を
開
発

し
て
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
合
理

的
な
労
務
管
理
と
教
育
訓
練
が
必
要
で
す
。
そ

れ
に
は
や
は
り
、
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
視
聴
覚
を

通
じ
元
教
育
裂
が
最
も
効
果
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◎
ス
ラ
イ
ド
・
映
写
機
材
の
貸
出
要
領
当
所
で

は
ス
ラ
イ
ド
'
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
下
記

作
品
を
常
備
致
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
利
用

ビ
希
望
の
向
は
次
の
事
項
を
文
書
又
は
電
話

に
て
当
所
へ
お
申
し
越
し
下
さ
い
。

①
貴
社
名

②
担
当
者
氏
名

③
使
用
ス
ラ
イ
ド
名

④
使
用
場
所
及
ぴ
所
在
地

⑤
使
用
日
時
及
び
返
却
日

⑥
使
用
目
的

申
込
先
当
所
霧
課

T
E
L
⑳
六
0
七
五

◎
当
所
係
員
が
出
張
映
写
も
い
た
し
ま
す
。

曳
、
、
、
亀
、

亀
キ
ー
、
、
キ
、

ι、
,
ー

1
2
3
4
5
6
7
8
9

゛

仏)商店経営シリーズ

1 サービスとは。
2 販売効率をあげるには。
3 上手な船客の応待法。
4 上手な船店の広告戦略。
5 経営改善への道。
6 お客は常に正しい。
7 販売値段はーつしかない。
8 船客は満足をかう。
9 商店における陳列と照明。

ガ(最寄品の部)10 /,

11 新しい販売。
商店街活動。12

13 包装の仕方。(基本編)
U古用編)14 ノノ

15 品質表示と販売促進。
16 繁栄する商店街。
17 店頭販売の秘訣。(接客編)

(陳列編)18 ノノ

19 これからの小売商店の生きる道。
20 今日の店舗、明日の繁栄。
21 税金を怖れない経営。
22 貴方にも開かれている金融の窓口
23 働きょい店、のびる店。
24 若い芽を育てよう。
25 みんなで街一づくり。
26 商店の労務管理(上)

(下)27 ノノ

28 これからの商店主婦。
蜘客さまの買物心理。29
店員の一日(上)(新巻)30
ガ(下)(新巻)31

32 貴方にも出来る店舗の診断(新巻)
33 安心を積立てる。(新巻)
34 これからの商工青年。(新巻)
35 上手な仕入、下手な仕入。(新巻)
36 繁への近道
37 新しい販売方法品質表示
38 販売促進あの手この手

当所の巡回スライド及びテープ名

、、,⑧工場経営シリーズ
1 カギは貴方が握っている。
2 ぼやぼやしちゃいられない。
3 やさしい複式簿記。
4 新しい人間関係。
5 /J司関係の求イソト。
6 あな九もコストダウソ出来る。
7 我厶は原価を作っている。
8 下請企業の経営改善。
9 売れる製品の作り方。
10 所得税のいろは。
Ⅱ中小企業の産業安全。
]2 品質管理とは。
13 あなたにもできる工場診断。
N 新巻企業を伸ぱす資金繰り。
◎実務訓練関係

正Lい電話の応接。
正しい受付と接待の仕方。
正しい態度。
積極性を伸ぱすには。
命令の受け方、報告の仕方。
会議の開き方。
話し方の技術。
T・W・1とは。
教え方の四段階。
人を協力させるには。
作業分析。
安全。
電話の心得。
停れ、見よ、そして訊ねよ。
職場のモラーノレ。
新しい労使の在り方。
店員訓練。
楽しい職場を作るには。
新時代の社員として。(組織と個ノ、の調和)
訪問のしかた、話しかた

(販売を成さ功せるには。)
従業員と共に
明るい明日をきづくために

(やさしい帳笈のつくり方)

-23 - -22 -



内 外 国

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日第3木曜日)

ツタ

蔦田内外国特許事務所
ダ

大阪市東区内本町橋詰町 30 番地
(堺筋本町東へコクサイ永テル南50メート,ル)
電話大阪Φの 94]-0702 ~ 0701
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杓
取
扱
所
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125.8
107.6
121.4

月別 44年ガガガガ 45年ググガガガガ
"、七地域別 8月9月10月11月12河 1月2月3月4月5月6月7月
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口
ロロ

108.9
110.8
100.6

(

101.フ
100.6
99.9

総平均

125.3
108.1
121.4

奈良市小売物価動向表

101.フ
100.6
99.9

125.3
108.1
122.フ

食料

(

口
ロロ

127.0
108.0
122.3

118.4
111.6
110.8

粉、粉製品

類

119.2
111.8
112.5

123.フ
120.5
Ⅱ4.2

野

119.9
Ⅱ2.6
113.フ

124.1
120.5
117.0

139.1
130.3
131.8

120.3
111.9
113.9

果

菜

125.3
120.8
118.0

139.1
130.3
130.0

95.3
115.5
106.3

120.3
111.6
114.6

125.9
119.8
117.フ

鮮

物

139.1
130.3
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124.4
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115.5
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125.5
152.3
114.8

121.4
112.8
115.8

110.3
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138.4
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122.0
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127.3

139.2
131.0
132.5
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113.5
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132.8
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115.5
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114.6
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140.6
116.1
152.6

95.3
115.5
105.8
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212.0
142.5

建材家具

99.フ
133.1
169.5

口
ロロ

107.5
113.3
101.3

150.フ
167.8
151.9

107.2
101.3
108.フ

105.2
120.3

118.9
132.5
145.0

117.3
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109.3

119.8
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114.6
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107.6
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126.9
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